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ちょっと 

ウォーミングアップ！ 

(小学校内容 解答) 
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１ 

(1) ２１＋３８ 
  ＝５９ 
 
(2) ４２＋３６ 
  ＝７８ 
 
(3) ６６＋２９ 
  ＝９５ 
 
(4) ５７＋６６ 
  ＝１２３ 
 
(5) ４８＋３６ 
  ＝８４ 
 
(6) ３７＋６６ 
  ＝１０３ 
 
(7) ３７９＋６２ 
  ＝４４１ 
 
(8) ７８５＋２７ 
  ＝８１２ 
 
(9) ３９８＋２５ 
  ＝４２３ 
 
(10) ４８６＋３７ 
  ＝５２３ 
 
(11) ５８－２４ 
  ＝３４ 
 
(12) ６９－３５ 
  ＝３４ 
 
(13) ９４－６８ 
  ＝２６ 
 
(14) ７２－６６ 
  ＝６ 
 
(15) ６３－５８ 
  ＝５ 
 
(16) ８６－４９ 
  ＝３７ 

(17) １０４－３８ 
  ＝６６ 
 
(18) ７２５－３６ 
  ＝６８９ 
 
(19) １１５－３９ 
  ＝７６ 
 
(20) ３６２－３８ 
  ＝３２４ 
 
(21) ７８×７ 
  ＝５４６ 
 
(22) ８３×９ 
  ＝７４７ 
 
(23) ５６×６ 
  ＝３３６ 
 
(24) ４７×８ 
  ＝３７６ 
 
(25) ４３×３１６ 
  ＝１３５８８ 
 
(26) ６５×３９８ 
  ＝２５８７０ 
 
(27) ４７×２１８ 
  ＝１０２４６ 
 
(28) ２３×１２４ 
  ＝２８５２ 
 
(29) ５÷４(割り切れるまで) 
  ＝１.２５ 
 
(30)４÷８(割り切れるまで) 
  ＝０.５ 
 
(31)１８÷４(割り切れるまで) 
  ＝４.５ 
 
(32)２５÷４(割り切れるまで) 
  ＝６.２５ 
 
 

(33) １００÷４ 
  ＝２５ 
 
(34) ６７８÷６ 
  ＝１１３ 
 

(35) １
９
＋

７

９
 

  ＝
８

９
 

 

(36) ３
８
＋

２

８
 

  ＝
５

８
 

 

(37) １
５
＋

２

５
 

  ＝
３

５
 

 

(38) ３
７
＋

２

７
 

  ＝
５

７
 

 

(39) ４
３
＋

６

５
 

  ＝
２０

１５
＋

１８

１５
 

  ＝
３８

１５
 

 

(40) ７
４
＋

１

６
 

  ＝
２１

１２
＋

２

１２
 

  ＝
２３

１２
 

 

(41) ７
５
＋

２

３
 

  ＝
２１

１５
＋

１０

１５
 

  ＝
３１

１５
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(42) ２
３
＋

１

４
 

  ＝
８

１２
＋

３

１２
 

  ＝
１１

１２
 

 

(43) ７
９

 ２

９
 

  ＝
５

９
 

 

(44) ５
７

 ２

７
 

  ＝
３

７
 

 

(45) ４
５

 ２

５
 

  ＝
２

５
 

 

(46) ６
７

 ４

７
 

  ＝
２

７
 

 

(47) ３
４

 ２

３
 

  ＝
９

１２
 ８

１２
 

  ＝
１

１２
 

 

(48) ８
７

 １

２
 

  ＝
１６

１４
 ７

１４
 

  ＝
９

１４
 

 

(49) ７
４

 ６

７
 

  ＝
４９

２８
 ２４

２８
 

  ＝
２５

２８
 

 
 

(50) ４
５

 ２

３
 

  ＝
１２

１５
 １０

１５
 

  ＝
２

１５
 

 

(51) ７
５

× ２

３
 

  ＝
７×２

５×３
 

  ＝
１４

１５
 

 

(52) ３
４

× ５

７
 

  ＝
３×５

４×７
 

  ＝
１５

２８
 

 

(53) ２
５

× ４

７
 

  ＝
２×４

５×７
 

   ＝
８

３５
 

 

(54) ２
５

× ２

７
 

  ＝
４

３５
 

 

(55) ２
７

× ３

４
 

  ＝
２×３

７×４
 

  ＝
３

１４
 

 

(56) ３
２

× ４

５
 

  ＝
３×４

２×５
 

  ＝
６

５
 

 
 
 

(57) ２
３

× １

４
 

  ＝
２

３×４
 

  ＝
１

６
 

 

(58) ３
５

× １

６
 

  ＝
３×１

５×６
 

  ＝
１

１０
 

 

(59) ２
５

÷ ３

４
 

  ＝
２

５
× ４

３
 

  ＝
８

１５
 

 

(60) ４
９

÷ ２

５
 

  ＝
４

９
× ５

２
 

  ＝
１０

９
 

 

(61) ３
２

÷ ９

４
 

  ＝
３

２
× ４

９
 

  ＝
２

３
 

 

(62) ３
４

÷ ９

８
 

  ＝
３

４
× ８

９
 

  ＝
２

３
 

 

(63) ６
７

÷ ３

５
 

  ＝
６

７
× ５

３
 

  ＝
１０

７
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 (64) １２

１３
÷６

５
 

  ＝
１２

１３
×５

６
 

  ＝
１０

１３
 

 
(65) ３５－３×２ 
  ＝３５－６ 
  ＝２９ 
 
(66) ４４－６×５ 
  ＝４４－３０ 
  ＝１４ 
 
(67) ３９－４×７ 
  ＝３９－２８ 
  ＝１１ 
 
(68) ６３＋７×３ 
  ＝６３＋２１ 
  ＝８４ 
 
(69) ７２÷(６×４) 
  ＝７２÷２４ 
  ＝３ 
 
(70) ８４÷(３×７) 
  ＝８４÷２１ 
  ＝４ 
 

２ 

(1)15÷50＝０.３ ３０％ 

 

(2)40÷500＝0.08  ８％ 

 

(3) 76.5÷90＝0.85  ８５％ 

 

(4) 4.8÷30＝0.16  １６％ 

 

(5) 45÷30＝1.5  １５０％ 

 

(6) 112÷70＝1.6  １６０％ 

 

(7) 700÷500＝1.4  1 4 0 ％ 

 

(8) 60×0.4＝24  ２４人 

 

(9) 300×0.75＝225 225ｍ 

 

(10) 30×0.02＝0.6 0 . 6 Ｌ 

 

(11) 300×0.09＝27 2 7ｃｍ 

 

(12) 40×1.5＝60  ６０ｍＬ 

 

(13) 500×1.4＝700 7 0 0ｇ 

 

(14) 700×2.3＝1610 1610ｍ2 

 

３ 

(1) □×0.3＝９ 

     □＝9÷0.3 

     □＝30  

 

(2) □×0.4＝240 

      □＝240÷0.4 

      □＝600 

 

(3) □×0.03＝2.4 

       □＝2.4÷0.03 

       □＝80 

 

(4) □×0.06＝36 

       □＝36÷0.06 

       □＝600 

 

(5) □×1.3＝91 

       □＝91÷1.3 

      □＝70 

 

(6) □×1.8＝900 

       □＝900÷1.8 

       □＝500 

 

(7) □×2.3＝1840 

       □＝1840÷2.3 

       □＝800 

 

４ 

(1) 1－0.55＝0.45 

  2600×0.45＝1170 1170 円  

 

(2) 1－0.2＝0.8 

  3300×0.8＝2640 2640 円 

(3) 1－0.05＝0.95 

  900×0.95＝855 855 円 

 

(4) 54÷90＝0.6  60％ 

 

(5) 600×0.35＝210 210 人 

 

(6) □×0.1＝5 

     □＝5÷0.1 

     □＝50  50 人 

 

(7) 24÷40=0.6   60％ 

 

５ 

円周の長さ＝直径×円周率 

円の面積＝半径×半径×円周率 

 

(1)① 3×3×3.14＝28.26 

       28.26 cm2 

 

  ② 3×2×3.14＝18.84 

       18.84 cm 

 

(2)① 4×4×3.14＝50.24 

       50.24 cm2 

 

  ② 4×2×3.14＝25.12 

       25.12 cm  

 

６ 

(1) 5×4÷2＝10 10 cm2 

 

(2) 10×7÷2＝35 35 cm2 

 

(3)(4＋10)×6÷2＝42  42 cm2 

 

(4) 6×5＝30 30 cm2 

 

７ 柱体の体積＝底面積×高さ 

(1)50×16＝800 800 cm3 

 

(2)120×25＝800 3000 cm3 
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８ 

(1) 8×6÷2×7＝168 168 cm3 

 

(2) 3×3×3.14×6＝169.56 

         169.56 cm3  

 

(3) 2×2×3.14×10＝125.6 

         125 cm3  

 

(4) (3＋6)×4÷2×5＝90 

90 cm3 

 

９ 

1 kg 225 g ＝ 1225g 

1225÷7＝175g  

石1個あたりの重さ 

175×3＝525   525 g 

 

(別解)          □倍 

     ３つ  ７つ 
     

  ？ g  1225 g 

□倍 
 

3×□＝7 

       □＝７÷３ 

          □＝
７

３
 (倍) 

    ？ × ７

３
＝1225 

       ？ ＝1225 ÷７

３
 

   ？ ＝1225 ×３

７
 

？ ＝525   525 g 

 

１０ 

(1)75×40＝3000 

 3000 ｇ＝3 kg       3 kg 

  

(2) 9 kg＝9000 g 

     

             □倍 

    1 個   ？ 個   

75ｇ  9000 g  

□倍 

    75×□＝9000 

        □＝9000÷75 

□＝120  120 個 

 

１１ 

(1) 5÷4＝1.25  

    肥料 1k でまける畑の面積 

1.25×3.2＝4   4ｍ2 

 

(別解)           □倍 

    ？ ｍ2  5 ｍ2  
     

3.2 kg   4 kg 

□倍 

 

3.2×□ ＝4 

□ ＝4÷3.2 

□ ＝1.25 (倍)  

 

  ？×1.25＝５ 

     ？ ＝ 5÷1.25 

？ ＝ 4     4ｍ2 

  

(2)            □倍 

   5 ｍ2   5.2ｍ2  
     

4 kg   ？ kg 

□倍 
 
   ５×□＝5.2 
     □＝5.2÷5 
    □＝1.04 (倍)  
      
  4×1.04＝4.16  4.16kg 
 

１２                  

○あ  30° ○い  35° ○う  130° 
○え  120° ○お  160° ○か  135° 
○き  40° ○く  100° 
 
＜解説＞ 
○あ 180－70－80＝30 
 
○い 180－20－125＝35 
 
○う 180－60－70＝50 

   180－50＝130 
 

○え 360－45－135－60＝120 

○お 360－70－90－40＝160 
 
○か（360－45×２）÷２＝135 
 
○き 二等辺三角形なので 40° 
 
○く（360－80×２）÷２＝100 
 

１３ 

  x＋120＝ y 
 

  500－x＝y 
 

  x×４＝y 
 

  ７×x＝ y 
 

  x×９＝y 
 

  ６×ｘ＝y (12×x÷２= y) 
 

  x÷４＝y 
 

  200÷x＝y 
 

１４ 

(1) 7.4＋5.9 

  ＝13.3 

 

(2) 48.7－9.8 

  ＝38.9 

 

(3) 7.8×2.8 

  ＝21.28 

 

(4) 64.6÷3.8 

  ＝17 

 

(5) 
１

３
× ２

９
× ３

８
 

  ＝
１×２×３
３×９×８ 

  ＝
１

３６
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１４ (つづき) 

(6) 
２

５
÷ ２

７
× ５

４
     

  ＝
２

５
÷ ７

２
× ５

４
 

 

  ＝
２

５
× ２

７
× ５

４
 

  ＝
７

４
 

 

(7) 
１

８
×０.５× １

５
 

  ＝
１

８
× １

２
× １

５
 

  ＝
１

８０
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

(1) 

4 の倍数： 

4,8,12,16,20,24,28,32,･･･ 

 

14 の倍数 

 14,28,42,･･･ 

     最小公倍数 ２８ 

 

(2) 

18 の約数： 

 1,2,3,6,9,18 

 

  30 の約数： 

 1,2,3,5,6,10,15,30 

           最大公約数 ６ 

１６  

★起こりうるすべての場合を

表や図を使って調べる 

(1) 

【表を使って調べる】  

１ ２ ３

１ ３ ２

２ １ ３

２ ３ １

３ １ ２

３ ２ １ 

 

         6 通り 

 

【樹形図使ってしらべる】 

     ２－３  １２３   

  １    

３－２  １３２ 

    

１－３  ２１３ 

  ２    

３－１  ２３１ 

 

１－２  ３１２ 

  ３    

２－１  ３２１ 

 

(2) 

 赤、青、黄、緑の玉を取り出

す 

【取り出す玉の組をつくる】 

赤－青   

 赤―黄 

 赤―緑 

  

 青－黄 

 青－緑 

 

黄－緑          ６通り 

 

注 

赤－青 と 青 赤 は 

組として同じ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

玉を固定して、右側にある玉を 

選び組をつくる。 

 

①赤を固定 

  

 

 赤  青  黄  緑 

 

 

②青を固定 

 

 

赤  青  黄  緑 

 

 

③黄を固定 

 

赤  青  黄  緑 

 

１７ 

  

 

 

 

 

道のり： ８００ｍ 

速 さ： 分速 ５０ｍ 

時 間：   ？ 分 

 

 ５０× ？ ＝８００ 
 

？ ＝８００÷５０ 
 

？ ＝１６ 

     １６分 

 

① 整数、分数、小数のま

じった計算では、小数

や整数を分数になお

す。 

 

 ②分数のかけ算、わり算

の混じった式は、わる

数を逆数に変えると、

かけ算だけの式に直

せる 

ポイント 

１２３

１３２

２１３

２３１ 
３１２ 
３２１ 

 

速さ × 時間 ＝ 道のり

ポイント 

玉を固定して考える 

ポイント 
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正負の数の計算他 

(解答) 
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同 符 号 の

２数の和 

異符号の２数

の和 

１ 次の計算をしなさい 

(1) (＋2)＋(＋5) 

＝＋(2＋5)   
  ＝7 

 

(2) (＋6)＋(＋2) 

＝＋(6＋2) 

   ＝8 
 

(3) (－1)＋(－8) 

＝－(1＋8) 

  ＝－9 

 

(4) (－7)＋(－3) 

＝－(7＋3) 

  ＝－10 

 

(5) (－8)＋(－5) 

＝－(8＋5) 

  ＝－13 

 

(6) (－16)＋(－9) 

＝－(16＋9) 

  ＝－25 

    大      小 

(7) (－９)＋(＋３)  
＝－(9－3) 

  ＝－6 

 

(8) (－５)＋(＋８) 

＝＋(8－5) 

  ＝3 

 

(9) (＋１２)＋(－２) 

＝＋(12－2) 

  ＝10 

 

(10) (＋3)＋(－3) 

  ＝0  

 

(11) (－２０)＋(＋８) 

＝－(20－8) 

  ＝－12 

(12) (－９)＋(＋１４) 

＝＋(14－9) 

   ＝5 

 

(13) (＋7)－(＋4） 

＝(＋7)＋(－４) 
   ＝7－4 

  ＝3 

 

 

 

(14)(＋5)－(＋9） 

  ＝(＋5)＋(－9) 

  ＝5－ 9 

    ＝－4 

 

(15) (－6)－(＋2） 

  ＝－6 －２ 

    ＝－8 

 

(16) (－5)－(＋5） 

  ＝－5－5 

  ＝－10 

 

(17) (＋3)－(－9） 

  ＝3＋9 

  ＝12 

 

(18) (十4)－(－2） 

  ＝4＋2 

  ＝6 

 

(19) (－2)－(－3） 

  ＝－2＋3 

  ＝１ 

 

(20) (－8)－(－1） 

  ＝－8＋1 

  ＝－7 

 

(21) (－6)－(－6） 

  ＝－6＋6 

  ＝0 

(22) 0－(－7） 

  ＝0＋7 

  ＝７ 

 

(23) (－4)－0 

  ＝－4 

 

(24) (＋9)－(＋4） 

  ＝9－４ 

  ＝5 

 

(25) (＋8)－(－8） 

  ＝8＋8 

  ＝16 

 

(26) (－3)－(＋16） 

  ＝－3－16 

  ＝－19  

 

(27) (＋14)－(＋19） 

  ＝14－19 

  ＝－5 

 

(28) (－21)－(＋18） 

  ＝－21－18 

  ＝－39 

 

(29) 8－(＋12） 

  ＝8－12 

  ＝－4 

 

(30) －7＋13 

  ＝ 6 

 

(31) －6－31 

   ＝－37 

 

(32) －3－(＋6） 

  ＝－3－6 

  ＝－9 

 

 

 

引き算は、引く数の符号を変え
て、足し算に直して計算
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異符号の２数

の積⇒ 符号－ 

数字が 2 回かけ

られている 

(－2)が 2 回かけ

られている 

同符号の２数

の商⇒ 符号＋

(33) －7＋10 

  ＝3 

 

(34) 0－13 

  ＝－13 

 

(35) －48＋57 

  ＝9 

 

(36) －37－51 

  ＝－88 

 

(37) 1－8＋3 

  ＝1＋3－8 

  ＝4－8 

  ＝－4 

 

(38)（－2)＋4－7 

  ＝－2＋4－7 

  ＝4－２－７ 

  ＝4－9 

  ＝－5 

 

(39) －8＋(－3)＋5 

  ＝－8－３＋５ 

  ＝－１１＋５ 

  ＝－6 

 

(40) 3－9－(－6） 

  ＝3－9＋6 

  ＝3＋6－9 

  ＝9－9 

  ＝0 

 

(41) －4－(－11)－7 

  ＝－4＋11－7 

  ＝11－4－7 

  ＝11－11 

  ＝0 

 

 

 

 

(42) 42－86－(－13） 

  ＝42－86＋13 

  ＝42＋13－86 

  ＝55－86 

  ＝－31 

 

(43) －21－57－(＋23） 

  ＝－21－57－23 

  ＝－101 

 

(44) 18－43＋(－24） 

  ＝18－43－24 

  ＝18－67 

  ＝－49 

 

２ 次の計算をしなさい 

(1) (＋2)×(＋8） 

  ＝16 

 

(2) (＋6)×(＋3） 

  ＝18 

 

(3) (＋3)×(＋12） 

  ＝36 

 

(4) (－5)×(－4） 

  ＝＋(5×4)  
  ＝20 

 

(5) (－13)×(－6） 

  ＝＋(13×6) 

  ＝78 

 

(6) (＋3)×(－9） 

  ＝－(3×9) 

  ＝－27 

  

(7)(＋8)×(－5） 

  ＝－(8×5) 

  ＝－40 

 

(8)(－6)×(＋7） 

  ＝－42 

(9)(－2)×(＋9） 

  ＝－18 

 

(10)(－2)×(＋14） 

  ＝－28 

 

(11) (－2)2 

  ＝(－2)×(－2)  

  ＝4 

 

(12) －22 

  ＝－(2×2)   

 

(13) (－1)3 

  ＝(－1)×(－1)×(－1) 

  ＝－(1×1×1) 

  ＝－1 

 

(14) －23 

  ＝－2×2×2 

  ＝－8 

 

(15) 5×42 

  ＝5×4×4 

  ＝80 

 

(16) (5×4)2 

    ＝202 

＝400 

 

 

３ 次の計算をしなさい  

(1) (＋18)÷(＋2） 

  ＝9 

 

(2) (＋35)÷(＋5） 

  ＝7 

 

(3) (-24)÷(－3） 

  ＝＋(24÷3) 

  ＝8 
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異符号の２数

の商⇒ 符号－

(4) (＋16)÷(－4） 

  ＝－(16÷４) 

  ＝－4 

 

(5) (＋72)÷(－8） 

  ＝－(72÷8) 

  ＝－9 

 

(6) (－49)÷(＋7） 

  ＝－(49÷7) 

  ＝－7 

 

(7) (－28)÷(－7） 

  ＝4 

 

(8) (＋57)÷(－3） 

  ＝－(57÷3) 

  ＝－19 

 

(9) (-400)÷(＋8） 

  ＝－(400÷8) 

  ＝－50 

 

(10) (－4.5)÷(－3） 

  ＝＋(4.5÷3) 

  ＝1.5 

 

 

４  次の計算をしなさい 

(1) 0.25×(－0.4) 

  ＝－(0.25×4) 

  ＝－1 

 

(2) 
４

９
×   ７

１２
  

   ＝－ ４
９

× ７

１２
  

  ＝ ７

２７
 

 

 

 

(3) ( 6) ×   ７

４
  

  ＝＋  6 ×  
   

  ＝
２１

２
 

 

(4) (－1.8)×(＋20) 

  ＝－(1.8×20) 

  ＝－36 

 

(5)  ＋ ５

１２
 ×   ４

１５
  

  ＝    
  ×  

    

  ＝  １

９
 

 

(6) (－2)×(－4)×7 

  ＝＋(2×4×7) 

  ＝56 

 

(7) (－3)×(－6)×2×(－5) 

 ＝－(3×6×2×5) 

 ＝－180 

 

(8) 
３

５
÷   ４

３
  

  ＝
３

５
×   ３

４
  

  ＝   ３
５

× ３

４
  

  ＝   
   

 

(9)   １

４
 ÷   ３

２
  

  ＝   １

４
 ×   ２

３
  

  ＝＋  １
４

× ２

３
  

  ＝
１

  

(10)  12 ÷ ６

７
 

  ＝－12 ×  
  

  ＝－14 

 

(11)   ５

６
 ÷   １０

９
  

  ＝    
  ×    

    

  ＝＋   
 ×  

    

  ＝
３

４
 

 

(12) 
２

５
÷   ８

１５
  

  ＝
２

５
×     

   

  ＝    
 ×   

   

  ＝  ３

４
 

 

(13) ４×(－５)÷２ 

  ＝4 ×  －5 × １

２
 

  ＝   4 × 5 × １

２
  

  ＝－10 

 

(14) 2÷     
  ÷  

  

  ＝2 ×    
   ×  

  

  ＝   2 × ３

  × ５

   

  ＝   
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(15)  – ４

５
 ×   ２５

８
 ÷   ５

２
  

  ＝    
  ×     

  ×    
   

  ＝    
 ×   

 ×  
   

  ＝－1 

 

５ 次の計算をしなさい 

(1) 7×(－3)＋4 

  ＝－21＋4 

  ＝－17 

 

(2) 9－3×(－8） 

  ＝9－(－24) 

  ＝9＋24 

  ＝33 

 

(3) 5＋(-32)÷4 

  ＝5＋(－8) 

  ＝5－8 

  ＝－3 

 

(4) －6－(-20)÷(－5) 

  ＝－6－(+4) 

  ＝－6－4 

  ＝－10 

 

(5) 30÷(－7＋2） 

  ＝30÷(－5) 

  ＝－6 

 

(6) (－8)×(－6－3) 

  ＝(－8)×(－9) 

  ＝72 

 

(7) 5－5×(－3)2 

  ＝5－5×(－3)×(－3) 

  ＝5－(＋45) 

  ＝5－45 

  ＝－40 

 

 

(8) 15＋2×(－4) 

  ＝15＋(－8) 

  ＝15－8 

  ＝7 

 

(9) 12÷(－2)－6 

  ＝(－6)－6 

  ＝－12 

 

(10) 3×(－4)－(－2)×7 

  ＝(－12)－(－14) 

  ＝－12＋14 

  ＝2 

 

(11) (－2)×(－3)－8÷4 

  ＝6－2 

  ＝4 

 

(12) 30÷(－7＋2) 

  ＝30÷(－5) 

  ＝－6 

 

(13) (－5)×(－2－1) 

  ＝(－5)×(－3) 

  ＝15 

 

(14) 4－2×(－3＋6) 

  ＝4－2×3 

  ＝4－6 

  ＝－2 

 

６ 次の式を，×や÷の記号を

使わない表し方になおしなさ

い。 

(1) x × 5 

  ＝5 x 

 

(2) a×c×4 

  ＝4 a c 

 

(3) a×b×2×c 

   ＝2 a b c 

 

(4) 7×(x－1） 

  ＝7(x－1） 

 

(5) a×(－1） 

  ＝－ a 

 

(6) 5×(－6n） 

  ＝－30  n 

 

 

(7) a × a × a × a × a 

  ＝a 

5 

 

(8) x × x × x 

  ＝x 

3 

 

 

(9) a ÷ 3 

  ＝
 
    

 

(10)（x＋y) ÷ 3 

  ＝
 ＋ 
 ３  

 

 

(11) 4x ÷ ９ 

  ＝
  
９
  ４    

 

(12) a×b×c 

  ＝a b c 
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１ 年 生 

●第１章 正負の数 

１－１ 正負の数 

符号のついた数 Ｐ５ 

１（１）－３５０円 （２）－２００ｍ 

 （３）＋３℃ 

２（１）＋８ （２）－７ （３）＋１０ 

 （４）－４ （５）＋１ （６）－９ 

３ 

      (2)   (4)      (1)  (3) 

-3    -2   -1   0    +1   +2   +3 

 

数の大小 Ｐ５ 

４（１）－５ ＞ －６  

（２）－１．５ ＜ －０．９ ＜ －０．６ 

（３）－７ ＜ ＋５ ＜ ＋１２ 

（４）− ２

３

  ＜ －０.６ ＜ 

１

２

 ＜０.７ 

５（１）４ （２）

１

３

 （３）０．６  

（４）０  

６（１）－５，５  

（２）－２，－１，０，１，２ 

（３）１，２，３，４，５ 

 

１－２ 加法と減法 

加法 Ｐ６ 

７（１）７ （２）１２ （３）１３  

（４）－９ （５）－１３ （６）－１４ 

８（１）２ （２）－３ （３）６ 

 （４）０ （５）－３ （６）－５ 

９（１）７．２ （２）－０．６  

（３）＋

１

２

 （４）－

３

２

 （５）－

５

１２

 

 

10（１）＋２ （２）－２ （３）－０．３ 

 （４）－

１１

１２

 

 

減法 Ｐ７ 

11（１）＋５ （２）＋１０ （３）－１０ 

（４）－１ （５）－５ （６）－７ 

12（１）＋４．１ （２）－５．１  

（３）－１ （４）－

７

１２

 （５）＋

３５

２４

 

 

加法と減法の混じった計算 Ｐ７ 

＜解答＞ 

13（１）－４ （２）－１３ （３）－１２ 

 （４）－１ （５）－１２ （６）－７ 

（７）－１０ （８）－０．２  

（９）− ７

１５

  （10）－

１７

４

 

 

１－３ 乗法と除法 

乗法 Ｐ８ 

14（１）２１ （２）１８ （３）３２ 

（４）１.０８ （５）

１

６

 

15（１）－８ （２）－４２ （３）－７２ 

（４）－１.４ （５）－

１

８

 

16（１）２４ （２）－８４ （３）－３６０ 

（４）－５６０ （５）

１

２

 

17（１）(－２)
３

  （２）（

１

２

）
２
 

18（１）－１ （２）－３６ （３）２２５ 

 

除法 Ｐ９ 

19（１）４ （２）３ （３）９  
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（４）２４ （５）２４ （６）１６ 

20（１）－６ （２）－１９ （３）－１６ 

（４）０  （５）－１２ （６）－７ 

21（１）

１

１８

 （２）１２ （３）－

１

６

 

 

乗法と除法の混じった計算 Ｐ９ 

22（１）９ （２）

１５

４

 （３）－

１

６

 

（４）

９

８

 

 

四則の混じった計算 Ｐ１０ 

23（１）－１６ （２）－１７ （３）－１５ 

（４）１６  （５）－６  （６）－３５  

24（１）－２ （２）－７ 

 

数の範囲と四則 Ｐ１０ 

25 ①，②，③，⑤，⑥ 

26（１）①，③ 

（２）②２－３＝－１ 

④２÷３＝

２

３

 など 

27 ①，②，③，④，⑤，⑥ 

28（１）①，②，③ 

（２）④２÷３＝

２

３

 など 

29 

 加法 減法 乗法 除法 

自然数 ○ × ○ × 

整数 ○ ○ ○ × 

数 ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

正負の数の利用 Ｐ１１ 

30  

（４人の身長の平均） 

＝165+{(+3)+(-2)+(+9)+(-4)}÷ ４  

＝165＋ ６ ÷ ４  

＝165＋ １.５  

＝ １６６.５ （㎝） 

 

31 ７６点 

70＋{(-5)+(+2)+(+16)+(+7)+(+10)}÷5 

＝70＋30÷５ 

＝76          

32 ④ 

 

●第２章 文字と式 

２－１ 文字を使った式 

文字の使用 Ｐ１２ 

33（１）(n－１６)人 （２）(a×４)㎝ 

（３）(b×１００÷４)㎝  

または (b×２５)㎝ 

 （４）(a＋７)℃    （５）(a×３)円 

  （６）(５００－a×２)円   

（７）(５×a)㎠   

（８）(５０×x＋８０×y)円 

 

文字を使った式の表し方 Ｐ１２ 

34（１）ab  （２）３ab 

（３）２(n－５)  （４）－５ax 

（５）－６ab     (６）－４a2b   

（７）

�
６

  （８）

３�
２

 

（９）

�＋８

３

 （10）－

�
３

    

35（１）a×b   

（２）(－２)×a×b×b 

※－２×a×b×bも可 
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（３）(－６)×a＋１ 

※－６×a＋１も可 

（４）b÷３  （５）(２×a－b)÷５ 

36（１）２(a＋b)  （２）３a＋b 

（３）５xy  （４）

５００

� （cc） 

（５）

�
５０

（時間）  

（６）１２０x＋５０（円） 

（７）

�
２０

（ｇ） （８）

�＋�＋�
３

（点） 

 

代入と式の値 Ｐ１３ 

37（１）３－２a 

＝３－２×(－２) 

＝７ 

（２）４a＋７ 

＝４×(－２)＋７ 

＝－１ 

（３）a２ 

＝(－２)
２ 

＝４ 

（４）－８a２ 

＝－８×(－２) ×(－２)
 

＝－３２ 

38（１）毎秒３３１.５ｍ 

（２）毎秒３４０.５ｍ 

３３１.５＋０.６×１５ 

＝３４０.５ 

（３）１０５２.１ｍ 

(３３１.５＋０.６×３２)×３ 

＝１０５２.１ 

 

２－２ 文字式の計算 

１次式の計算 Ｐ１４ 

39（１）８x  （２）５y  （３）x 

（４）－６y （５）x＋８  

（６）－３x＋８ 

40（１）７x＋３  （２）１０x－３ 

（３）６x＋３  （４）３x－７ 

 （５）－２x＋６ （６）－５x＋１２ 

41（１）３a＋１２b （２）－１０x－１５ 

 （３）８x＋９  （４）１０x＋２５ 

42（１）３x－１  （２）－６x＋４ 

 （３）－８x－５ 

43（１）２２x－１２ （２）２x＋３０ 

（３）４０     （４）－２４x－２ 

（５）－２x－９ 

 

文字式を使った公式 Ｐ１５ 

44（１）

��
２

  または 
１

２

ah  （２）ab 

（３）πr2 

 

●第３章 方程式 

３－１ 方程式 

大小関係を表す式 Ｐ１６ 

45（１）２x＋８ ＜ ２０ 

（２）５x－１２ ＞ ２x 

（３）６x＋３ ＜ ８x－９ 

（４）６a＋４b ＜ １０００ 

（５）５a ＜ ４b＋１５０ 

（６）１００ ＞ ３x 

46（１）x を３倍して８を加えた数は、１５

より小さい。 

 （２）x を５倍して１２を引いた数は、x

を３倍して６を加えた数より大きい。 

47（１）３x＋２ ≧ １０  

（２）６x－３ ≦ ４x 

（３）３(x＋４) ＜ ２０ 

（４）

�
３

 ≦ b 
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（５）６a＋４b＋２００ ≦ １５００ 

（６）

１

２

ah ≧ ３０ 

48 １枚 a 円のハンカチ４枚と１足５００

円のくつ下の代金の合計は、持っていっ

た金額 b 円より小さい。 

 

いろいろな方程式 Ｐ１７ 

49（１）５x＝３(x＋４) 

    ５x＝３x＋１２ 

  ５x－３x＝１２ 

２x＝１２ 

x＝６ 

（２）３(２－x)－４x＝－８ 

    ６－３x－４x＝－８ 

      －３x－４x＝－８－６ 

           －７x＝－１４ 

             x＝２ 

（３）３(x－２)＝２(３x－５)＋１ 

    ３x－６＝６x－１０＋１ 

   ３x－６x＝－１０＋１＋６ 

      －３x＝－３ 

        x＝１ 

（４）２x＋３(x＋１)＝１２ 

２x＋３x＋３＝１２ 

２x＋３x＝１２－３ 

５x＝９ 

x＝
９

５

 

（５）３x－７＝－(６x＋２)－４ 

   ３x－７＝－６x－２－４ 

   ３x＋６x＝－２－４＋７ 

      ９x＝１ 

x＝
１

９

 

50（１）－0.3x－1.2＝0.3 

  (－0.3x－1.2)×10＝0.3×10 

－３x－１２＝３ 

－３x＝３＋１２ 

－３x＝１５ 

x＝－５ 

 （２）0.8x＋1.23＝1.7x－0.77 

(0.8 x＋1.23)×100＝(1.7 x－0.77)×100 

80 x＋123＝170 x－77 

80 x－170 x＝－77－123 

－90 x＝－200 

x＝
２０

９

 

51（１）

１

２

 x－１＝

１

３

 x 

(

１

２

 x－１)×６＝

１

３

 x×６ 

３x－６＝２x 

３x－２x＝６ 

   x＝６ 

（２）３－

�
６

＝

１

２

－x 

(３－

�
６

)×６＝(
１

２

－x)×６ 

１８－x＝３－６x 

－x＋６x＝３－１８  

５x＝－１５ 

x＝－３ 

 

（３）

３�＋１

４

－

２�＋３

３

＝２ 

(

３�＋１

４

－

２�＋３

３

)×１２＝２×１２ 

３(３�＋１)－４(２�＋３)＝２４ 

９�＋３－８� −１２＝２４ 

９�－８�＝２４－３＋１２ 

�＝３３ 
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（４）

２�＋１

３

＝

２�＋２

５

＋２ 

２�＋１

３

×１５＝(

２�＋２

５

＋２)×１５ 

 ５(２�＋１)＝３(２�＋２)＋３０ 

  １０�＋５＝６�＋６＋３０ 

１０�－６�＝６＋３０－５ 

４�＝３１ 

�＝３１

４

 

 

３－２ １次方程式の利用  

１次方程式の利用 Ｐ１８ 

52（１）１６－x 

（２）１２０x＋８０(１６－x)＝１４００ 

（３）３個 

１２０x＋８０(１６－x)＝１４００ 

１２０x＋１２８０－８０x＝１４００ 

１２０x－８０x＝１４００－１２８０ 

４０x＝１２０ 

x＝３   

（４）１３個 

１６－３＝１３  

53（１） 

x－１５０＝３(１０００－x－２５０) 

または 

x－１５０＝(１０００－x－２５０)×３ 

など 

 

（２）６００円 

x－１５０＝３(１０００－x－２５０) 

  x－１５０＝３(７５０－x) 

  x－１５０＝２２５０－３x 

     x＋３x＝２２５０＋１５０ 

        ４x＝２４００ 

x＝６００  

54（１）５x－２１（冊）  

（２）３x＋２５（冊） 

 （３）５x－２１＝３x＋２５ 

（４）２３人 

５x－２１＝３x＋２５ 

   ５x－３x＝２５＋２１ 

      ２x＝４６ 

x＝２３   

55（１）２０x－１０００（円） 

 （２）１６x＋８００（円） 

 （３）４５０円 

２０x－１０００＝１６x＋８００ 

    ２０x－１６x＝８００＋１０００ 

         ４x＝１８００ 

x＝４５０ 

（４）８０００円 

２０×４５０－１０００ 

  ＝９０００－１０００ 

  ＝８０００     

56（１）６０(x＋１０)＝８０x など 

 （２）３０分後 

６０(x＋１０)＝８０x 

    ６０x＋６００＝８０x 

    ６０x－８０x＝－６００ 

－２０x＝－６００ 

x＝３０  

57（１）

�
５０

＋

�
７０

＝７２ など 

（２）２１００ｍ 

�
５０

＋

�
７０

＝７２ 

(

�
５０

＋

�
７０

)×３５０＝７２×３５０ 

７x＋５x＝７２×３５０ 

１２x＝２５２００ 

x＝２１００   
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比と比の値 Ｐ２０ 

58（１）３：４  （２）２：３ 

 （３）７：３  （４）４：１ 

 （５）５：３  （６）３：２ 

59（１）

４

３

  （２）

１

６

 

（３）

２

３

  （４）３ 

 

比例式の性質 Ｐ２０ 

60 ３：４＝６：８で、 比の値 が等し

いから

３

４

＝

６

８

であり、この両辺に、両辺の

分母の最小公倍数 ３２ をかけると、 

３

４

× ４ ×８＝

６

８

×４×  ８   

したがって、 

３×８＝ ６ × ４  

となる。 

 

61（１）x：８＝３：１２ 

    x×１２＝８×３ 

       x＝
８×３
１２

 

x＝２ 

（２）９：５＝x：１５ 

   ５×x＝９×１５ 

     x＝
９×１５

５

 

    x＝２７ 

（３）(x＋３)：４＝２０：１６ 

   １６(x＋３)＝４×２０ 

      x＋３＝

４×２０

１６

 

     x＋３＝５ 

        x＝２ 

比例式の利用 Ｐ２０ 

62（１）用意する小麦粉を xｇとすると、 

２０：５０＝９０：x 

２０×x＝９０×５０ 

２０x＝４５００ 

x＝２２５  

（答）２２５ｇ 

（２）兄の枚数を x とすると、 
【全体】：【兄】＝【全体】：【兄】 

２４０：x＝（５＋３）：５ 

（５＋３）x＝５×２４０ 

８x＝１２００ 

x＝１５０ 

（答）１５０枚 

63 ４x＋a＝x－a に、x＝２を代入すると、 

４× ２ ＋a＝ ２ －a 

 ８ ＋a＝ ２ －a 

この a についての方程式を解くと、 

a＝ －３  

64 ３×(４－２)－３a＝－４ 

  ６－３a＝－４ 

－３a＝－４－６ 

－３a＝－１０ 

  a＝
１０

３

 

65（１）x＋６ 

（２）１０x＋(x＋６)，１１x＋６ 

（３）１０(x＋６) ＋x，１１x＋６０ 

（４）１１x＋６０＝３(１１x＋６)－２ 

（５）２８ 

１１x＋６０＝３(１１x＋６)－２ 

   １１x＋６０＝３３x＋１８－２ 

   １１x－３３x＝１８－２－６０ 

      －２２x＝－４４ 

         x＝２ 
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   １１x＋６に x＝２を代入 

   １１×２＋６＝２８ 

66（１）0.12(220x－x)＋0.05x＝18 など 

（２）１２０人 

{0.12(220－x)＋0.05 x}×100＝18×100 

     12(220－x)＋5x＝1800 

－12 x＋5x＝1800－2640 

－７x＝－840 

x＝120  

 

●第４章 比例と反比例 

４－１ 比例 

関数 Ｐ２２ 

67 ①× ②○ ③○ ④× ⑤○ ⑥○ 

68（１）いえる （２）y＝４x 

（３） 

x １ ２ ３ ４ ５ 

y ４ ８ １２ １６ ２０ 

（４）４倍する 

69（１）y＝１００x＋５００ 

（２） 

x １ ２ ３ ４ 

y 600 700 800 900 

（３）１００倍して５００を加える 

 

比例する量 Ｐ２３ 

70（１） 

x (分) ０ １ ２ ３ ４ ５ 

y (Ｌ) ０ ３ ６ ９ 12 15 

（２）２倍になる，３倍になる 

（３）y＝３x，比例するといえる 

 （４）２１Ｌ 

 （５）１０分後 

71（１）y＝４x，比例定数は４ 

 （２）y＝２x，比例定数は２ 

72（１）y＝９x  （２）８Ｌ 

73（１）y＝４x  （２）０≦y≦１６０ 

74（１）y＝２x   

（２）１＝a×３  a＝
１

３

       

（答）y＝
１

３

x 

y＝
１

３

×２１＝７ （答）y＝７ 

（３）１＝a×４  a＝
１

４

 

（答）y＝
１

４

x 

１２＝

１

４

�     （答）�＝４８ 

75（１）y＝
８

２０

 x，y＝
２

５

 x 

（２）y＝
２

５

 x×３５＝１４（答）１４㎝ 

（３）２０＝

２

５

 x 

     x＝５０       （答）５０ｇ 

 

座標 Ｐ２４ 

76 Ａ(４，３)  Ｂ(－１，－３) 

  Ｃ(４，－２) Ｄ(－４，２) 

  Ｅ(－２，０) 
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比例のグラフ Ｐ２５ 

77（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

78（１）y＝x  （２）y＝－２x 

 （３）y＝
１

４

 x （４）y＝− ２

３  x 

 

４－２ 反比例 

反比例する量 Ｐ２６ 

79（１） 

時速 

xｋｍ 

１ ２ ３ ４ ５ 

y 時間 ３６ １８ １２ ９ 7.2 

（２）y＝
３６

�   （３）いえる 

80（１）y＝
１００

� ，比例定数１００ 

 （２）y＝
４８

� ，比例定数４８ 

（３）y＝
２４０

� ，比例定数２４０ 

81（１）y＝
１０

�  

（２）y＝
１０

０.２＝５０  （答）５０時間 

82（１）y＝
１２

�  

x＝－４のとき、y＝－３ 

（２）y＝－

１２

�  

x＝－４のとき、y＝３ 

（３）y＝
２０

�  

x＝－４のとき、y＝－５ 

 

 

 

 

 

５
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比例のグラフ Ｐ２５ 

77（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

78（１）y＝x  （２）y＝－２x 

 （３）y＝
１

４

 x （４）y＝− ２

３  x 

 

４－２ 反比例 

反比例する量 Ｐ２６ 

79（１） 

時速 

xｋｍ 

１ ２ ３ ４ ５ 

y 時間 ３６ １８ １２ ９ 7.2 

（２）y＝
３６

�   （３）いえる 

80（１）y＝
１００

� ，比例定数１００ 

 （２）y＝
４８

� ，比例定数４８ 

（３）y＝
２４０

� ，比例定数２４０ 

81（１）y＝
１０

�  

（２）y＝
１０

０.２＝５０  （答）５０時間 

82（１）y＝
１２

�  

x＝－４のとき、y＝－３ 

（２）y＝－

１２

�  

x＝－４のとき、y＝３ 

（３）y＝
２０

�  

x＝－４のとき、y＝－５ 

 

 

 

 

 

－
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反比例のグラフ Ｐ２７ 

83（１） 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

84（１）y＝
４

�   （２）y＝
８

�  

（３）y＝－

４

�   （４）y＝－

８

�  
 

●第５章 平面図形 

５－１ 対称な図形 

線対称と点対称 Ｐ２８ 

85         Ａ 

 

 

  Ｂ               Ｃ 

 

 

          Ｄ 

86（１）ＡＢ // ＣＤ，ＡＣ // ＢＤ 

 （２）ＡＤ ⊥ ＢＣ 

87  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88（１）ア，キ  （２）ウ  

（３）イ，エ，オ，カ 

Ｏ 
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円と対称 Ｐ２９ 

89（１） 

          

               

    

 

  

 

               

  

 

（２）省略 

 

90  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 

 

 

 

       

 

            

 

       

 

（１）ＡＣ＝ＡＤ，ＢＣ＝ＢＤ， 

ＣＰ＝ＤＰ 

（２）ＡＢ ⊥ ＣＤ 

（３）二等辺三角形 

（４）【例】２つの円の半径が同じ場合 

                など 

 

５－２ 基本の図 

作図の仕方・いろいろな作図 Ｐ３０ 

92（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３） 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※角の２等分線上の点は、各辺から距離が

等しい点の集まりになっています。３つの

角の二等分線は１点で交わり、この点を中

心にして、三角形の内側に接する円がかけ

ます。 

 （６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図の利用 Ｐ３１ 

93（１） 

 

 

 

 

 

  

※２つの弦の垂直二等分線の交点が、 

円の中心 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＡＯの長さを１辺とする△ＰＡＯ(正三

角形)をつくり、∠ＰＯＡの二等分線を引く 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※直線ＡＢ上に、点Ｐ、点Ｑをとり、 

線分ＰＱの垂直二等分線を引き、ＡＢ、ＣＤ 

との交点をＥ、Ｆとする。線分ＥＦの垂直二 

等分線を引きＥＦとの交点が中心となる。 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対角線ＢＤの垂直二等分線を引き、辺ＡＢ、 

辺ＣＤとの交点をＰ、Ｑとし、線分ＰＱが折

り目 

 

５－３ 図形の移動  

平行移動 Ｐ３２ 

94  

 

 

 

 

 

 

 

回転移動 Ｐ３２ 

95  

 

 

 

 

 

 

96  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97（１）え  （２）う  （３）い，か 
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●第６章 空間図形 

多面体 Ｐ３３ 

98 

 

いろいろな立体 Ｐ３３ 

99（１）三角柱，四角柱 

 （２）正三角柱，正四角柱 

 （３）正三角錐，正四角錐 

（４）正三角形 

 （５）正八面体 

100（１）四角柱，六面体 

（２）三角錐，四面体 

（３）五角柱，七面体 

（４）六角錐，七面体 

 

６－２ 立体のいろいろな見方  

直線や平面の平行と垂直 Ｐ３４ 

101（１）面ＡＥＨＤ，面ＢＦＧＣ 

  （２）面ＥＦＧＨ，面ＣＧＨＤ 

  （３）辺ＣＧ，辺ＦＧ，辺ＤＨ，辺ＥＨ 

  （４）辺ＡＥ，辺ＢＦ，辺ＣＧ，辺ＤＨ 

  （５）面ＡＢＣＤ，面ＢＦＧＣ， 

面ＥＦＧＨ，面ＡＥＨＤ 

102（１）面ＥＦＧＨ 

（２）辺ＢＦ，辺ＤＨ 

（３）辺ＢＦ，辺ＣＧ，辺ＣＤ，辺ＢＥ 

（４）辺ＣＤ，辺ＣＧ，辺ＤＨ，辺ＦＧ，

辺ＧＨ 

（５）正三角形 

 

面の動き Ｐ３４ 

103 正三角柱 

 

104 円錐 

 

 

 

 

 正四面体 正六面体 正八面体 正十二面体 正二十面体 

面の形 正三角形 正方形 正三角形 正五角形 正三角形 

頂点の数 ４ ８ ６ ２０ １２ 

辺の数 ６ １２ １２ ３０ ３０ 

１つの頂点

に集まって

いる辺の数 

３ ３ ４ ３ ５ 

１つの頂点

に集まって

いる面の数 

３ ３ ４ ３ ５ 

それぞれの正多面体の （面の数）－(辺の数)＋（頂点の数） を計算してみましょう。 
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105 立体図       平面図 

 

 

 

 

 

106（１）円柱  （２）四角錐 

  （３）球  （４）正四角柱 

107 ①，②，③ 

108（１）正三角錐  （２）三角柱 

 

立体の展開図 Ｐ３６ 

109（１）円柱  （２）三角柱 

  （３）四角錐 （見取図省略） 

110【弧の長さ】４π㎝ 

   １２×２×π×

６０

３６０

＝４π 

【面積】２４π㎝
２ 

  ・１２×１２×π×

６０

３６０

＝２４π 

  ・

１

２

×４π×１２＝２４π 

111 

（１）

９

２

π㎝
２ 

６×６×π×

６０

３６０

－３×３×π×

６０

３６０

 

＝６π－

２

３

π 

＝

９

２

π 

（２）８π㎝
２ 

５×５×π×

１８０

３６０

－３×３×π×

１８０

３６０

 

＝

２５

２

π－

９

２

π 

＝８π 

（３）６４－１６π ㎝
２

 

８×８－８×８×π×

９０

３６０

 

＝６４－１６π 

 

６－３ 立体の表面積と体積  

表面積・体積 Ｐ３７ 

112 表面積：６６π㎝
２ 

体積：７２π㎝
３

 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】６×π×８＝４８π
 

【表面積】９π×２＋４８π＝６６π 

【体積
 

】９π×８＝７２π
 

113 表面積：９０π㎝
２

 

  体積：１００π㎝
３

 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】 

・１３×１３×π×

５

１３

＝６５π     

・

１

２

×１０π×１３＝６５π 

【表面積】２５π＋６５π＝９０π
 

【体積】
 

１

３

×２５π×１２＝１００π
 

114 

（１）１９２π㎝
２ 

  【底面積】６×６×π＝３６π 

  【側面積】１２π×１０＝１２０π 

【表面積】 

３６π×２＋１２０π＝１９２π 

（２）２４π㎝
２ 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】５×５×π×

３

５

＝１５π 

【表面積】９π＋１５π＝２４π 
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105 立体図       平面図 

 

 

 

 

 

106（１）円柱  （２）四角錐 

  （３）球  （４）正四角柱 

107 ①，②，③ 

108（１）正三角錐  （２）三角柱 

 

立体の展開図 Ｐ３６ 

109（１）円柱  （２）三角柱 

  （３）四角錐 （見取図省略） 

110【弧の長さ】４π㎝ 

   １２×２×π×

６０

３６０

＝４π 

【面積】２４π㎝
２ 

  ・１２×１２×π×

６０

３６０

＝２４π 

  ・

１

２

×４π×１２＝２４π 

111 

（１）

９

２

π㎝
２ 

６×６×π×

６０

３６０

－３×３×π×

６０

３６０

 

＝６π－

２

３

π 

＝

９

２

π 

（２）８π㎝
２ 

５×５×π×

１８０

３６０

－３×３×π×

１８０

３６０

 

＝

２５

２

π－

９

２

π 

＝８π 

（３）６４－１６π ㎝
２

 

８×８－８×８×π×

９０

３６０

 

＝６４－１６π 

 

６－３ 立体の表面積と体積  

表面積・体積 Ｐ３７ 

112 表面積：６６π㎝
２ 

体積：７２π㎝
３

 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】６×π×８＝４８π
 

【表面積】９π×２＋４８π＝６６π 

【体積
 

】９π×８＝７２π
 

113 表面積：９０π㎝
２

 

  体積：１００π㎝
３

 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】 

・１３×１３×π×

５

１３

＝６５π     

・

１

２

×１０π×１３＝６５π 

【表面積】２５π＋６５π＝９０π
 

【体積】
 

１

３

×２５π×１２＝１００π
 

114 

（１）１９２π㎝
２ 

  【底面積】６×６×π＝３６π 

  【側面積】１２π×１０＝１２０π 

【表面積】 

３６π×２＋１２０π＝１９２π 

（２）２４π㎝
２ 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】５×５×π×

３

５

＝１５π 

【表面積】９π＋１５π＝２４π 

23 

 

105 立体図       平面図 

 

 

 

 

 

106（１）円柱  （２）四角錐 

  （３）球  （４）正四角柱 

107 ①，②，③ 

108（１）正三角錐  （２）三角柱 

 

立体の展開図 Ｐ３６ 

109（１）円柱  （２）三角柱 

  （３）四角錐 （見取図省略） 

110【弧の長さ】４π㎝ 

   １２×２×π×

６０

３６０

＝４π 

【面積】２４π㎝
２ 

  ・１２×１２×π×

６０

３６０

＝２４π 

  ・

１

２

×４π×１２＝２４π 

111 

（１）

９

２

π㎝
２ 

６×６×π×

６０

３６０

－３×３×π×

６０

３６０

 

＝６π－

２

３

π 

＝

９

２

π 

（２）８π㎝
２ 

５×５×π×

１８０

３６０

－３×３×π×

１８０

３６０

 

＝

２５

２

π－

９

２

π 

＝８π 

（３）６４－１６π ㎝
２

 

８×８－８×８×π×

９０

３６０

 

＝６４－１６π 

 

６－３ 立体の表面積と体積  

表面積・体積 Ｐ３７ 

112 表面積：６６π㎝
２ 

体積：７２π㎝
３

 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】６×π×８＝４８π
 

【表面積】９π×２＋４８π＝６６π 

【体積
 

】９π×８＝７２π
 

113 表面積：９０π㎝
２

 

  体積：１００π㎝
３

 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】 

・１３×１３×π×

５

１３

＝６５π     

・

１

２

×１０π×１３＝６５π 

【表面積】２５π＋６５π＝９０π
 

【体積】
 

１

３

×２５π×１２＝１００π
 

114 

（１）１９２π㎝
２ 

  【底面積】６×６×π＝３６π 

  【側面積】１２π×１０＝１２０π 

【表面積】 

３６π×２＋１２０π＝１９２π 

（２）２４π㎝
２ 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】５×５×π×

３

５

＝１５π 

【表面積】９π＋１５π＝２４π 

または、 または、



23 24
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115  体積：２８８㎝
３ 

   表面積：３３６㎝
２

 

  【底面積】

１

２

×８×６＝２４ 

【側面積】  

(６＋８＋１０)×１２＝２８８ 

【体積】２４×１２＝２８８ 

【表面積】２４×２＋２８８＝３３６
 

116（１）体積：３２０π㎝
３

 

     表面積：２０８π㎝
２

 

底面の半径８㎝，高さ５㎝の円柱 

   【底面積】８×８×π＝６４π      

   【側面積】８×２×π×５＝８０π 

【体積】 ６４π×５＝３２０π
 

【表面積】 

６４π×２＋８０π＝２０８π 

（２）体積：２００π㎝
３ 

    表面積：１３０π㎝
２ 

底面の半径５㎝，高さ８㎝の円柱 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】５×２×π×８＝８０π 

【体積】 ２５π×８＝２００π 

【表面積】 

２５π×２＋８０π＝１３０π 

 

球の体積と表面積 Ｐ３８ 

117（１）

２

３

  （２）順に、２r ，２πr３ 

（３）順に、 

２

３

 ，２πr３ ，

２

３

 ，４

３

πr３ 

（４）４πr２ 

118（１）体積：２３０４π㎝
３

 

表面積：５７５π㎝
２ 

   【体積】

４

３

×π×１２
３

＝２３０４π 

   【表面積】４×π×１２
２

＝５７６π 

（２）体積：

２０４８

３

π㎝
３ 

表面積：２５６π㎝
２ 

   【体積】

４

３

×π×８
３

＝

２０４８

３

π 

   【表面積】４×π×８
２

＝２５６π 

119（１）半球 

  （２）体積：

１０２４

３

π㎝
３ 

表面積：１９２π㎝
２

 

  【底面積】π×８×８＝６４π 

【側面積】 

４×π×８
２

×

１

２

＝１２８π 

【体積】

４

３

×π×８
３

×

１

２

＝

１２０４

３

π 

【表面積】 

６４π＋１２８π＝１９２π 

 

●第７章 資料の散らばりと代表値 

７－１ 資料の散らばりと代表値  

度数の分布 Ｐ３９ 

120  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

121（１）３(ｍ)  （２）１４～１７(ｍ) 

  （３）１７～２０(ｍ) 

（４）３割  (４＋２)÷２０＝０.３ 

資料をいくつかの区間に分けて整理す

ることがあり、その区間を階級という。       

また、区間の幅を階級の幅、それぞれの

階級に入っている資料の個数を、その階

級の 度数  という。 

また、資料をいくつかの階級に分け、階

級ごとにその度数を示し、分布の様子を

分かりやすくした表を度数分布表とい

う。 



25 26
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122（１） 

階級（ｃｍ） 度数（人） 

 以上  未満 
３０～３５ 

５ 

３５～４０ ５ 

４０～４５ １０ 

４５～５０ ８ 

５０～５５ ７ 

５５～６０ ４ 

６０～６５ １ 

計 ４０ 

 

（２）５(㎝)   

（３）４０～４５(ｍ)，１０(人) 

（４）３０人  ４０－(５＋５)＝３０ 

（５）７割  

   (５＋５＋１０＋８)÷４０ 

  ＝２８÷４０ 

  ＝０.７ 

123（１）２５人 

    ２＋６＋８＋５＋３＋１＝２５ 

  （２）４５～５０(㎏) 

  （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

124（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の度数が異なる２つの資料を比べる

には、度数の代わりに「度数の合計に対する

割合」である相対度数を用いるとよい。 

この割合は、 

（その階級の度数）÷（度数の合計） 

で求められる。 
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126 

階級（ｍ） 度数(人) 相対度数 

 以上  未満 
１１～１４ 

３ ０.１５ 

１４～１７ ５ ０.２５ 

１７～２０ ６ ０.３ 

２０～２３ ４ ０.２ 

２３～２６ ２ ０.１ 

計 ２０ １．００ 

 

 

127 

階級（ｃｍ） 度数(人) 相対度数 

 以上  未満 
３０～３５ 

５ ０.１２５ 

３５～４０ ５ ０.１２５ 

４０～４５ １０ ０.２５ 

４５～５０ ８ ０.２ 

５０～５５ ７ ０.１７５ 

５５～６０ ４ ０.１ 

６０～６５ １ ０.０２５ 

計 ４０ １．００ 

 

128（１）範囲  （２）代表値 

  （３）平均値  （４）メジアン 

   （５）モード 

129（１）１０.２秒  （２）６.９秒 

  （３）１０.２－６.９＝３.３ 

  （４）１０.４－６.８＝３.６ 

   

 

 

 

（５） 

 

 

 

（６） 

 平均値 メジアン モード 

１年 

 １組 

８.59 8.65 9.75 

１年 

 ２組 

8.48 8.5 9.25 

 

 【メジアン１組】

８.５＋８.８
２

＝８.６５ 

【メジアン２組】

８.４＋８.６
２

＝８.５ 

【モード１組】

９.５＋１０.０
２

＝９.７５ 

【モード２組】

９.０＋９.５
２

＝９.２５ 

階級（ｃｍ） 

１年１組 

度数

（人） 

１年２組 

度数

（人） 

以上  未満 
6.5 ～ 7.0 

１ ２ 

 7.0 ～ 7.5 ３ ２ 

 7.5 ～ 8.0 ２ ３ 

 8.0 ～ 8.5 ３ ３ 

 8.5 ～ 9.0 ２ ２ 

 9.0 ～ 9.5 ３ ５ 

 9.5 ～10.0 ４ １ 

10.0 ～10.5 ２ ２ 

計 ２０ ２０ 
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７－２ 近似値と有効数字 

近似値 Ｐ４２ 

131（１）４.５≦a＜５.５ 

（２）４.０×５.５＝２２.０ 

b＝２２０ 

（３）２０×４.５＝９０ 

c＝８９ 

 

有効数字 Ｐ４２ 

132 １，２，５ 

133（１）５.３２×１０
３ 

（２）８.４０×１０
６ 

（３）５.２７×１０
２ 
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２ 年 生 

●第１章 式の計算 

１－１ 式の計算 Ｐ５ 

＜解答＞ 

１（１）７x－３  （２）４x＋７y 

 （３）a－b    （４）１５x－１１y 

 （５）a－b       （６）２x２－３x 

 （７）－３ab－４a （８）－x－２y＋１ 

 （９）－x－２   （10）７x＋５y 

２（１）５x－８   （２）５x－y 

（３）７a－３b  （４）－m－３n 

（５）x２－６x   （６）x＋２y 

（７）－a＋b   （８）y 

（９）３xy    （10）４x＋y 

３（１）１５x－３０ （２）－１５x＋６y 

 （３）－m＋３n－４ （４）３x－２y 

（５）－３a＋７b  （６）４a－３b 

４（１）－５a＋９b  （２）９x－２y 

（３）－a－８b   （４）５a＋４ 

（５）－２６a－１３b （６）４y 

（７）a＋８  （８）－a＋１０b 

（９）４a－９  （10）２a＋１７ 

（11）３x＋７y－５ （12）x－５y 

（13）

７

８

 x 

５（１）－２１xy  （２）－４２ab 

（３）x２y  （４）２８ab２ 

（５）１２x３  

（６）－２７x２y２ 

（７）２５a２

 （８）－２７a３ 

（９）２a３

  （10）３x２y 

６（１）－３a  （２）－３a 

（３）３y  （４）６a２ 

（５）

２

９

x  （６）

１

�  

（７）

１

２

 b２  

（８）－４ab 

（９）６y  （10）９ab 

７（１）３a  （２）９x３ 

（３）９a２

  （４）３b 

（５）４a２

  （６）８ab 

（７）－４x２y  （８）２a２ 

（９）－２４a３b （10）２ab 

８（１）４
２

－３×４＝１６－１２ 

＝４     

（２）３×３＋４×(－２)＝９－８ 

            ＝１  

（３）－(－５)＋(－３)２＝５＋９ 

           ＝１４  
                   

（４）２×３－(－２)
２

＝６－４ 

           ＝２   

（５）２×５×(－２)＋(－２)
２ 

＝－２０＋４ 

＝－１６       

 （６）(－４)
２

÷(－６)＝１６÷(－６) 

            ＝－

８

３

  

 (７)２(x－３y)＋(x＋５y) 

＝２x－６y＋x＋５y 

＝３x－y 

＝３×(－４)－３ 

＝－１２－３ 

＝－１５ 

 

１－２ 文字式の利用 Ｐ９ 

９ n， n＋１ ， n＋２  

 n－１ ，n， n＋１  

10（１）３０＋x  （２）１０x＋y 

 （３）１０y＋x 

11（１）h＝
２Ｓ

�   （２）y＝
�＋２

２
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（３）y＝
２��３

４

 （４）a＝２c＋９b 

 

２－１ 連立方程式 Ｐ１０ 

12（１）x＝３，y＝１ 

（２）x＝７，y＝－１ 

13（１）x＝－２，y＝５ 

（２）x＝３，y＝－５ 

14（１）x＝３，y＝－１ 

（２）x＝４，y＝１ 

 （３）x＝－２，y＝３ 

（４）x＝３，y＝－４ 

（５）x＝３，y＝－２ 

15（１）x＝－１，y＝１ 

 （２）x＝２，y＝－１ 

 （３）x＝－

３

２

，y＝２ 

（４）x＝－１，y＝７ 

16（１）x＝３，y＝－２ 

（２）x＝３，y＝－２ 

（３）x＝－２，y＝３ 

（４）x＝－２，y＝－５ 

17（１）x＝１１，y＝９ 

 （２）x＝１，y＝－２ 

 （３）x＝１，y＝２ 

 （４）x＝－５，y＝４ 

18（１）x＝－５，y＝－３ 

 （２）x＝－１，y＝－

１

２

 

 （３）x＝－４，y＝１ 

 

２－２ 連立方程式の利用 Ｐ１３ 

19８０円を x 通、９０円を y 通とすると、 

� �＋�＝６０

８０�＋９０�＝５０００

  

⇒ x＝４０，y＝２０ 

（答）８０円４０通，９０円２０通 

20 バラ１本�円、かすみ草１本�円とすると、

�９�＋３�＝３１２０

７�＋４�＝２８１０

 

⇒ x＝２７０，y＝２３０ 

（答）バラ１本２７０円、 

かすみ草１本２３０円 

21 自転車１１㎞、歩き１㎞ 

自転車の道のりを x (㎞)、 

  歩いた道のりを y (㎞)とすると、 

   � �＋�＝１２

�
２０

＋

１２

６０

＋

�
４

＝１

 

⇒ x＝１１，y＝１ 

22 弁当６００円、飲み物１５０円 

弁当を x 円、飲み物を y 円とすると、

� �＋�＝７５０

０．９�＋０.８�＝６６０

 

⇒ x＝６００，y＝１５０ 

 

３－１ １次関数 Ｐ１４ 

23 ア，イ，ウ，エ 

24（１）y＝７  （２）y＝－３ 

 （３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -3 -1 1 3 5 7 

 （４）x＝１１ 

25（１）y＝２  （２）y＝１７ 

 （３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y 17 14 11 8 5 2 

 （４）x＝－４ 
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26（１）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27（１）y＝２x＋３  （２）－５ 

28（１）２  （２）

２

３

  （３）－１ 

29 

（１） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -7 -5 -3 -1 1 3 

（２） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y ２

３

 

４

３

 2 

８

３

 

１０

３

 4 

  

（３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -2 -3 -4 -5 -6 -7 

 

30（１）傾き２、切片－３ 

 （２）傾き

２

３

、切片２ 

 （３）傾き－１、切片－４ 

31（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 （２） 
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（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32（１）y＝
１

２

 x＋３ （２）y＝－２x－４ 

 （３）y＝－

１

３

 x＋２ （４））y＝x－３ 

33 ア，イ，エ，オ，カ 

34 (i)a ＞ ０のとき x が増加すれば、 

y も 増加 する。 

グラフは 右上がり の直線となる。 

 

(ii)a ＜ ０のとき x が増加すれば、 

y も 減少 する。 

グラフは 右下がり の直線となる。 

35 －３≦y≦９ 

36（１）y＝５x＋３ （２）y＝
２

３

 x＋
１

２

 

（３）y＝
１

２

 x－３ （４）y＝－２x＋１４ 

 （５）y＝３x＋１ （６）y＝３x＋１０ 

37（１）y＝x＋２ 

【式】� ３＝�＋�
７＝５�＋� ⇒a＝１，b＝２ 

 （２）y＝－３x＋７ 

【式】� １＝２�＋�
�８＝５�＋�  

⇒a＝－３，b＝７ 

 （３）y＝x＋４ 

【式】�２＝ � ２�＋�
８＝４�＋�   

⇒a＝－３，b＝７ 

38  �＝２または�＝－２ 

y＝�x＋�において、 

   �＞０のときは、x＝１のとき y＝－３ 

x＝３のとき y＝５ 

�＝５���３�
３���１�＝

８

４

＝２ 

�＜０のときは、x＝－１のとき y＝５ 

x＝３のとき y＝－３ 

�＝－２ 
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３－２ １次関数と方程式 Ｐ１８ 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）�＋２�＝１０ 

･･･y＝－

１

２

 x＋５･･･① 

    � � � �１＝０･･･y＝x－１･･･② 

①と②の交点の座標は（４，３） 

    �＝４ �＝３ 

（２）２�＋�＝０･･･y＝－２x･･･③ 

    � � �＝�３･･･y＝x＋３･･･④ 

③と④の交点の座標は（－１，２） 

    �＝�１ �＝２ 

 

41 （ 

１２

５

 ，

９

５

 ） 

  ① 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

       ② 

  ① y＝２x－３  ②y＝‐

１

２

 x＋３ 

  ①②を組み合わせた連立方程式を解くと 

   x＝
１２

５

 y＝
１９

５

 

42（１）いえる  （２）４０Ｌ 

 （３）０.２Ｌ 

（４）y＝－０.２x＋４０  

（５）２６Ｌ  （６）２００㎞ 

43（１）y＝
３

５

 x＋１５  （２）３３℃ 

 （３）４５分後 

（４）� �＝�＋５

�＝３

５

�＋１５

  ⇒x＝２５ 

            （答）２５分後 

44  
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45  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 平行線と角 Ｐ２０ 

46（１）１８０×３＝５４０ 

            （答）５４０° 

（２）１８０×(７－２)＝９００ 

（答）９００° 

（３）１８０(n－２)＝１４４０ 

n＝１０ 

（答）n＝１０ 

47 ア：１０８０ 

  イ：１８０°×８－３６０° 

  ウ：１８０°×７－１８０° 

48 ∠x＝４７° 

49 ∠x＝１８０°－(４１°＋３６°) 

    ＝１８０°－７７° 

    ＝１０３°   （答）１０３° 

50（１）∠x＝５３°，∠y＝１２７° 

（２）∠�＝１１０° 

（３）∠x＝９８° 

（４）∠x＝８２° 

（５）∠�＝６７° 

51（１）∠�＝８１° （２）∠�＝８１° 

 （３）∠c＝１３８° （４）∠d＝９８° 

 

４－２ 合同な図形 Ｐ２２ 

52 ・△ＡＢＣ≡△ＶＸＷ 

   (３組の辺がそれぞれ等しい) 

  ・△ＤＥＦ≡△ＯＭＮ 

   (１組の辺とその両端の角がそれぞ

れ等しい) 

  ・△ＧＨＩ≡△ＱＰＲ 

   (１組の辺とその両端の角がそれぞ

れ等しい) 

  ・△ＪＫＬ≡△ＴＵＳ 

   (２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

53（１）△ＡＢＤ≡△ＡＣＤ 

(２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

（２）△ＡＢＯ≡△ＣＤＯ 

(２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

54 

（１）２直線が平行ならば同位角は等しい。 

（２）２直線が平行ならば錯覚は等しい。 

（３）錯覚が等しい２直線は平行である。 

（４）２辺とその間の角がそれぞれ等しい

ならば２つの三角形は合同である。 

（５）合同な図形では対応する線分の長さ

は等しい。 

55  

 △ＰＡＭと △ＰＢＭ  において 

    ＡＭ＝ＢＭ    （仮定）     

 ∠ＰＭＡ＝ ∠ＰＭＢ （  仮定  ） 

ＰＭ＝ＰＭ    （共通） 

したがって 

△ＰＡＭ≡ △ＰＢＭ  

ゆえに 

ＰＡ＝ ＰＢ  

 

２組の辺とその

間の角がそれぞ

れ等しい 

対応する辺の

長さが等しい 



33 34

34 

 

５－１ 三角形 Ｐ２３ 

56 ∠�＝７６° 

∠�＝３４° 

  ∠c＝６９°  

∠d＝３２° 

57 ∠x＝３５° 

58 ∠ＸＣＤ＝４�° 

59 三角形の２つの角が等しければ、その

三角形は等しい２つの角を 底角 とす

ると 二等辺 三角形である。 

三角形の３つの角が等しければ、その

三角形は 正三角形 である。 

60  ∠ＣＢＸ ・・・① 

   ∠ＣＢＸ ・・・② 

61（１）・「４つの角が等しい(四角形)なら

ば長方形である」 

    ・正しい 

（２）・「x が１８の約数ならば xは６の約

数である」 

・正しくない 

62（１）順に、 

    ∠Ｂ、∠ＩＢＥ，∠ＩＥＢ 

（２） 

△ＩＣＥと△ＩＣＦにおいて、 

ＩＣ＝ＩＣ(共通) 

∠ＩＣＥ＝∠ＩＣＦ(仮定) 

  ∠ＩＥＣ＝∠ＩＦＣ＝９０°(仮定) 

 斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい直

角三角形なので、 

  △ＩＣＥ≡△ＩＣＦ 

 対応する辺は等しいので、 

  ＩＥ＝ＩＦ 

（３） 

△ＪＡＤと△ＪＡＦにおいて、 

ＩＡ＝ＩＡ(共通) 

ＩＤ＝ＩＦ(①，②より) 

  ∠ＩＤＡ＝∠ＩＦＡ＝９０°(仮定) 

 斜辺と他の辺がそれぞれ等しい直角三

角形なので、 

  △ＪＡＤ≡△ＩＡＦ 

 対応する角は等しいので、 

  ∠ＩＡＤ＝∠ＩＡＦ 

 

５－２ 平行四辺形 Ｐ２４ 

63  

平行四辺形では 

・２組の 対辺 はそれぞれ等しい。 

・２組の 対角 はそれぞれ等しい。 

 ・対角線はそれぞれの 中点 で交わる。 

  「２組の辺がそれぞれ平行な四角形を、

平行四辺形という」というのは、平行四

辺形の性質ではなく、 定義 である。 

 

64 ∠ＥＯＦ＝４０° 

ＡＤ //ＢＣより、∠ＯＣＥ＝３５° 

ＯＣ＝ＯＥより、∠ＯＥＣ＝３５° 

ＯＦ//ＤＣより、∠ＣＯＦ＝７０° 

65 

ＤＥ＝ＥＦ＋ＤＦ 

   ＝ＥＦ＋ＢＥ （ＢＥ＝ＤＦより） 

  ＝ＢＦ・・・① 

△ＡＥＤと△ＣＦＢにおいて 

 ＤＥ＝ＢＦ （①より） 

ＡＤ＝ＣＢ （仮定） 

 ∠ＡＤＥ＝∠ＣＢＦ （平行線の錯角） 

 ２辺とその間の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＡＥＤ≡△ＣＦＢ 

66・２組の対辺がそれぞれ平行である 

 ・２組の対辺がそれぞれ等しい 

 ・２組の対角がそれぞれ等しい 

 ・対角線がそれぞれの中点で交わる 

 ・１組の対辺が平行でその長さが等しい 
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67 ア：ＡＤ  イ：ＥＦ 

68  

仮定より、ＡＭ＝ＤＭ＝ＢＮ＝ＣＮ 

ＡＭ＝ＣＮ，ＡＭ // ＣＮ 

四角形ＡＮＣＭは平行四辺形 

対辺は平行なので、ＰＮ // ＱＭ･･･① 

ＤＭ＝ＢＮ，ＤＭ // ＢＮより、 

四角形ＭＢＮＤは平行四辺形 

対辺は平行なので、ＰＭ // ＱＮ･･･② 

①，②より、２組の対辺がそれぞれ平行なの

で、四角形ＭＰＮＱは平行四辺形である。 

 

69（１）平行四辺形 （２）ひし形 

（３）長方形 （４）正方形 

（５）長方形 （６）正方形 

（７）ひし形（正方形も可） 

70 

（１）・１つの角が直角である 

   ・対角線の長さが等しい 

   ・となり合う角が等しい  など 

（２）・１つの角が直角である 

   ・対角線の長さが等しい 

   ・となり合う角が等しい  など 

71（１）面積 

 （２）△ＡＢＥ＝△ＤＣＥ 

    △ＡＢＤ＝△ＤＣＡ 

    △ＡＢＣ＝△ＤＣＢ 

    →合同ではないので、△ＡＣＢ

なども可 

（３）△ＡＣＥ，△ＡＣＦ，△ＢＣＦ 

        ↓ 

△ＣＦＥも可 

72 △ＡＢＬ，△ＡＣＬ，△ＢＡＭ， 

  △ＢＣＭ，△ＣＡＮ，△ＣＢＮ 

 

 

73             Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＢＣの中点ＭとＰを結ぶ。 

②Ａを通り、ＰＭに平行な直線を引く。 

③②の直線とＢＣの交点ＮとＤを結ぶ。 

 

６－１ 確率 Ｐ２７ 

74（１）

１

３

 

（２）①

１

４

 ②

１

１３

 ③

３

１３

 

（３）(青玉で) ２
５

  （４）４個 

75（１）

１

２

 （２）

３

８

 

76（１）

１０

３６

＝

５

１８

  （２）

３

６

＝

１

２

 

（３）

３

３６

＝

１

１２

   

（４）

１４

３６

＝

７

１８
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1 2 3 4 5 6

1 11 12 13 14 15 16

2 21 22 23 24 25 26

3 31 32 33 34 35 36

4 41 42 43 44 45 46

5 51 52 53 54 55 56

6 61 62 63 64 65 66

さいころ　小

さ

い

こ

ろ

　

大

赤 赤 赤 白 白

赤 ○ ○

赤 ○ ○

赤 ○ ○

白

白

右

手

で

取

り

出

す

玉

左手で取り出す玉

赤 赤 赤 白 白 白

赤 ○ ○

赤 ○ ○

赤 ○ ○

白

白

白

右

手

で

取

り

出

す

玉

左手で取り出す玉

赤 青 黒 白

赤 ○ ○ ○

青 ○

黒 ○

白 ○

左手で取り出す玉

右

手

で

取

り

出

す

玉

 （５）

１１

３６

 

 

 

 

 

（６）

９

３６

＝

１

４

 

 

 

 

 

77（１）①１２通り 

1 番目におけるカード 4通り、2番目におけ

るカード 3通り、3番目におけるカード 2通

り  ⇒カードの並べ方 4×3×2＝12 通り 

    ②

８

１２

＝

２

３

 

 

（２）

６

２０

＝

３

１０

 

 

 

（３）①１２通り  

 

 

<解説> 

 1 個目：赤、青、黒、白の中から１つ取り

出すので、取り出し方は 4 通り           

 2 個目：1個目に取り出した玉を除いた 3 

      個の玉の中から 1 個取り出すの

で、取り出し方は 3 通り 

並べ方全部＝4通り×3通り＝12 通り 

 ②

１

２

 

 

78（１）

３

１０

     （２）

１

５

 

 

 

 

 

 

79（１）①

８

１５

   

 

 

 

    ②

４

９

 

 

（２）①９通り  ②

２

９

 

<解説>カードの出方は、 

100 の位：3通り 

10 の位：3通り 

  1 の位：3通り 

全体の出方=3×3×3=27 通り 

100の位、10の位、1の位が全て異なる場合

は、123、132、213、231、312、321の6通り。 

求める確率＝

６

２７

＝

２

９

  

1 2 3 4

1 3 4 5

2 3 5 6

3 4 5 7

4 5 6 7

1 2 3 4 5

1 ○ ○

2

3 ○ ○

4

5 ○ ○

左手で取り出すカード

右

手

で

取

る

出

す

カ

ー

ド
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３ 年 生 

●第１章 式の計算 

１－１ 平方根 Ｐ５ 

＜解答＞ 

１ �１
４

��
＝

 � 
１６

 

  �− １

４

��
＝

 � 
１６

 であるから 

  

１

１６

 の平方根は、 

  

 １ 
４

   と  −  １ 
 ４    となる。 

２（１）３の平方根は、� ３   と−� ３  
        の２つである。 

（２）① �４＝２  

        －�４＝－2  

②  �  �−３��  ＝ �  (−3) × (−3)      
         ＝�    ９      
             ＝  ３  

（３）①９の平方根は、 

   ＋ ３ と － ３   まとめて、±３ 
   ②７の平方根は、 

   ＋ � ７      と −� ７      
   まとめて、 ±� ７   

     ③０.３の平方根は、 

＋ � ０.３      と −� ０.３    
  まとめて、 ±�０.３  

３（１）５ （２）１１（３）９ 

４（１）「３と�１０ の大小」を次のよう 

考えました。 

  ３
2
＝ ９ 、�√ 10 �� = １０  

  ９＜１０であるから、 

 すなわち、 ３ ＜ √ 10  
５（１）６＝２×３と表せるから、 

   ２ と ３ は、６の因数である。 

 （２）４２を素因数分解すると、 

     ２ × ３ × ７  となる。 

（３）１２＝ ２ × ２ × ２  

        ＝ ２ 2 × ３  

６（１）２×３
2  
（２）２

5  （３）３
2
×５ 

 （４）２×３
3 
（５）２

6 
（６）２

3
×３

2 

（７）２×７
2 
（８）２

2
×３

3 

７（１）√ 6     

（２）３ 

８（１）�１４
  
（２）�３０  

（３）�１０５ （４）�５５ 

９（１）６
  
（２）９（３）８（４）１５ 

１０（１）�６
     

（２）３ 

（３）�１５  （４）４ 

１１ ３� ２  ＝� ９  × � ２  

       ＝� ９ × ２  
              ＝� １８  
１２（１）�１２

 
（２）�２０（３）�４８ 

（４）�１５０（５）�７２
 
（６）�１４７ 
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１３（１）� ８ ＝�４ × ２  
               

＝� ４ ×  � ２  
             

＝２� ２  

（２）� ２４ ＝�
２

� × ３  
                 

＝
� ２２ × � ２ × �３

 

             

＝２� ６  

１４（１）３� ２  （２）４� ２ （３）４� ３  
（４）５� ２ （５）３� ７  （６）６� ２  

１５（１）� ３

１６   ＝
� ３  

 � １６  

        ＝

� ３  
 ４  

（２）�０.０５＝� ５

 １００  

       ＝

� ５ 
�１００  

              ＝
� ５ 
 １０  

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  覚えておこう！ 

   �０ ＝０   �１２１ ＝１１ 

   �１ ＝１   �１４４ ＝１２ 

   �４ ＝２   �１６９ ＝１３ 

  �９ ＝３   �１９６ ＝１４ 

    �１６ ＝４   �２２５ ＝１５ 

   �２５＝５   �２５６ ＝１６ 

  �３６＝６   �２８９ ＝１７ 

    �４９＝７   �３２４ ＝１８ 

       �６４＝８              �３６１ ＝１９

        �８１＝９       �４００ ＝２０ 

   �１００＝１０ 

 

１６（１）√ 8 × √12  
         ＝ ２√ 2   × ２√ 3  
      ＝ ２× ２×� ２ ×� ３  

＝４√ 6 
（２）√ 6 × √15   

         ＝  √ 2 × 3    ×  √ 3 × 5   
      ＝�  ２ ×  ３ ×  ３ × ５    

 ＝
� ３�  × ２ ×   ５  

     ＝ ３�１０   
 

２ ３ ３ ５ 

３
2

 ２ ５ 
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１７（１）４（２）３√ 2 （３）１２ 

（４）１５（５）１６√3   
１８（１）

�  ３  
�  ５  ＝ � ３  ×  � ５ 

� ５  × �５  

             ＝

�１５

５

 

（２）

２

３�６  ＝ ２ ×  � ６ 
３� ６  ×  � ６  

             ＝

２�６

３×６

 

       ＝

√ � 
９

 
 

１－２ 根号を含む式の計算 Ｐ９ 

１９（１）

�� 
２

（２）

√�
３

（３）

３√ �
５

 

（４）

３√ �
２

（５）

√ � 
２

（６）

５√ �
６

 

２０（１）２√3 + ５√3   
    ＝( ２ ＋ ５ )√3 
    ＝７√3 

（２）√6 − ３√6   
    ＝( １ － ３ )√6 
    ＝−２√6 
２１ 

３√3 + ５√2 − ２√3 − ３√2  
＝ (３－２)√3 ＋(５－３)√2 
＝√3＋２√2 

２２（１）７√ 3 （２）√  2  （３）２√10 

（４）−√ 6 − ４ �または − ４ − √ 6 � 

（５）−√ 7 − 10 �または − 10 − √ 7 � 
２３（１）√32 + √8   

    ＝４√2  ＋２√2 
    ＝６√2   

（２）６√2 − �
�２

 

    ＝６√2 − �×�２

�２×�２ 

 

    ＝６√2 − ８�２

２

 

    ＝６√2－４√2 
    ＝２√2 
２４（１）３√ 3 （２）－√5 （３）７√3 

（４）４√2 （５）５√6  （６）２√ 2  
（７）１４√2 （８）−６√2  
２５（１）−２√ 3 （２）２√2  
２６ √2�√3＋6� 

   ＝√2 ×√3＋√2× ６ 

   ＝ √6＋６√2  

２７（１）５＋２√2 （２）－３＋√3 

（３）√14 − ２ （４）３√2 − ３ 

 

１－３ 無理数と有理数 Ｐ１１ 

２８ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

（１）無理数   有理数 

（２）循環しない無限小数 

（３）有限小数  循環小数  有理化 

２９ ※解答は番号で記述しています 

有理数 ② , ③ , ⑤ , ⑧ 

無理数 ① , ④ , ⑦ , ⑨ 

 

２－１ 多項式の計算 Ｐ１２ 

３０ 

（１）6a2

－18ab（２）－2x2＋8xy－6x 

３１（１）6x2
－2x  （２）－10 a2

＋15ab 

（３）－6a2
＋18ab 

３２（１）y2
＋3xy （２）25a＋5b 

３３（１）4x＋3 （２）3a－4b 

３４  －x2
＋9x 
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３５ xy  + 4x + 5y ＋ 20 

３６ 2x2
＋x－21 

３７ a2
＋3 a b＋a＋18 b－30 

３８（１）a x＋ay＋b x＋by 

 （２）x2
＋xy－x＋y－2 

３９（１）x2
＋8x＋15   （２）x2

－3x－40 

（３）x2
＋12x＋36  （４）x2

＋8x＋16 

（５）x2
－18x＋81 （６）x2

－6x＋9 

（７）x2
－16       （８）x2

－64 

４０  9x2
－42xy＋49y

2
 

４１  4x2
－25y2 

４２ 3(x＋4)
2 

－(x＋2)(x－2)  

     ＝3( x2
＋8x＋16 )－( x2 －4 ) 

     ＝ 3x2
＋24x＋48－ x2

＋4  

     ＝ 2x2
＋24x＋52 

４３  �√3＋2��√3 − 2�  
   ＝�√3�� −２

�
 

   ＝3－4 

   ＝－1 

４４（１）x2
＋6x＋9  （２）x2

－10x＋25 

（３）9x2
＋6x＋1 （４）25x2

－60x＋36 

４５（１）x2
＋5x＋6 （２）x2

－5x＋4 

（３）x2
－９x +20 （４）x2

－4 

（５）25－x2
  

４６（１）x2
－4x－12 （２）x2

＋10x+25 

（３）x2 + x－20 （４）x2
－4xy＋4y 

（５）3x2
－7x－6 

４７（１）4x2
－17x－15 （２）9x2

＋12x+4 

（３）x2
－x－2      （４）n2

－9 

（５）x2
＋xy－6y2

 

４８（１）x2
－2x＋1 （２）x2

－14x+49 

（３）x2
－4x＋4  （４）x2

－4y2
 

（５）5x2
－21xy＋4y2

 

 

２－２ 因数分解 Ｐ１５ 

４９（１）因数 （２）a2
＋4a 

５０ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

    x        x        x＋3y   

５１ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

     4a             x－2y   

５２（１）7(x－1)  （２）a(b＋c) 

（３）2y(x－2)  （４）4x(x＋2) 

（５）b(a b－c2
)  

５３  x2
＋6x＋8 ＝ (x＋2)(x＋4)  

５４  x2
＋3x－10 ＝(x＋5)(x－2) 

５５  x2
＋12x＋36 

 ＝(x＋6)(x＋6) 

   ＝(x＋6)
 2
 

５６  x2
－9 

   ＝x2
－3

2
 

＝(x＋3)(x－3) 

５７（１）x2
－8xy＋16 y2

 

         ＝x2
－2x×(4y)＋( 4y )2 

＝ (  x－4y  )2 

     （２）9x2
－25 y2

 

＝(3x)2－(5y)2 

    ＝(3x＋5y)( 3x－5y) 

５８ 3x2
＋6x－24  

＝3(x2
＋2x－8) 

＝(x＋4)(x－2) 

５９ 

（１）(x＋5)(x＋1)（２）(x＋4)(x－3) 

（３）(x＋4)
2

    （４）(x－3)
2

 

（５）(x＋5)(x－5) （６）(2x－5)
2 

６０ 

（１）(x＋2)(x＋6) （２）(x－6)
2

 

（３）(x＋10)(x－2) （４）y(x＋1)(x－1) 

（５）4(x＋3)
2

  （６）2(x－4)(x＋2) 

６１ 

（１）a(a＋b) （２）3x(2x＋5) 
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（３）a b (a－4b)（４）2(x＋5)( x－3) 

（５）(7＋x)(7－x)（６）y(x＋9)
2 

６２ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

       10        400  

６３  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 2－9     －7     －7   

 11＋６√2＋7       18＋６√2   
６４  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

   2n＋1   2n＋1    4n
2

＋4n＋1  

4n
2

＋4n＋1 

 

３－１ 2次方程式 Ｐ１８ 

６５  x＝ 3 , y＝ 2  

６６ 

（１）x＝－3, x＝－4 （２）x＝－4, x＝3 

（３）x＝0, x＝7  （４）x＝－6 

６７ x2
＋6x＋8＝0 

   左辺を因数分解すると、 

  ( x＋2 )( x＋4 )＝0      

 x＋2 ＝0または x＋4 ＝0 

   x＝－2，x＝－4 

６８ x2
＋10x＋25＝0 

 左辺を因数分解すると 

( x＋5  )
2 
＝0 

 x＋5 
 

＝0 

したがって、解は 

x＝－5 

６９ 

（１）x＝3, x＝－1 （２）x＝6, x＝－5 

（３）x＝4  （４）x＝－4, x＝2 

（５）x＝9, x＝－2 

７０ 

（１）x＝0, x＝3 （２）x＝0, x＝4 

（３）x＝0, x＝7 （４）x＝0, x＝5 

（５）x＝0, x＝12 （６）x＝0, x＝－6 

７１ (x－2)(x－3)＝20 

   左辺を展開すると、 

  x2
－5x＋6 ＝20 

   右辺の 20を移項し、整理すると 

 x2
－5x－14 ＝0 

左辺を因数分解すると 

( x－7 )( x＋2 ) ＝0 

 

 x－7 ＝0または x＋2 ＝0 

   x＝ 7 ，x＝ －2  

７２    ±√3 
７３  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 

７

４

   

７

４

    

�７

２

  

７４  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 x－2    x－2    x－2  

x＝ 10  , x＝ －6  

７５  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

   x－3       √6        3＋√6   
７６ 

（１）x= ±√5     （２）x = ±2√3 

（３）x＝－1, x＝5（４）x = 7 ± 2√3 

（５）x＝1, x＝5   （６）x = 2 ± √5 
７７ 

（１）x＝－8, x＝2 （２）x＝0, x＝7 

（３）x = 4 ± 3√2 （４）x＝0, x＝1 
（５）x＝3      （６）x＝－3, x＝7 

７８ x2＋4x－7＝0 

左辺の－7を移項すると 

   x 2 ＋4x＝7 

左辺を( x＋▲)
2

の形にするため、 

順番は逆で

も正解 

順番は逆で

も正解 

－4
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  x の係数 4 の １
２

 の２乗 4 を  

 両辺に加えると、     

  x2＋4x＋ 4 ＝ 7＋ 4  

 �  �＋2  ��  ＝ 11 

     x＋2  ＝ ±  √11     
x ＝ －2 ±  √11    

７９（１）x = −1 ± √5 （２）x = 3 ± √6  

（３）x = �±√��
�  

８０ ①  

 � 
 �     ② �  �  

 �� �
�
  

③ b2

－4ac  ④ −   �  
 ��  

練習 略  

８１（１）○ア  a＝2 ，ｂ＝－5  ，c＝ 1  

○イ  a＝3 ，ｂ＝－1 ，c＝－1  

     ○ウ  a＝1 ，ｂ＝－3 ，c＝－7  

（２）○ア  x＝
��－��±�(��)��４×�×(��) 

２×２

 

x＝   � ±√ �� 
�  

○イ  x＝
�(－�)±�(��)��４×�×(��) 

２×�  

x＝ １±√�� 
�   

   ○ウ  x＝
��－３�±�(��)��４×�×(��) 

２×�  

x＝３±√ �� 
２

  
８２（１）x＝−2 ± √5 （２）x＝�２±√ � 

２

 

（３）x＝
�３±� ３ 

２

 

（４）x＝2 ± √2 

８３ 

（１）x＝－1，x＝− ３

２

（２）x＝－1，x＝ � 
�  

（３）x＝－1, x＝−  � 
�    �４�  �＝－3, �＝− 2

８４ 

因数分解を利用

して解く方法 

①，④，⑤ 

平方根の考え方 

(x＋▲)
2 

＝●を

使って解く方法 

 

②，③，⑥ 

解の公式を使っ

て解く 

⑦，⑧ 

８５ 

【解法１】 

   x2 + a x＋b＝0 ･･････① 

  の解が x＝2，x＝5 であるので、 

①に x＝2，x＝5をそれぞれ代入し連立

方程式を立てる。 

 x＝2を①に代入  

  4 + 2a＋b＝0 

2a＋b＝－4 ･･････② 

x＝5を①に代入 

 25 + 5a＋b＝0 

5a＋b＝－25   ･･････③ 

2a＋b＝－4  ･･････② 

5a＋b＝－25   ･･････③ 

 a，b の連立方程式③、④を解く 

    a＝－7，b＝10 

【解法２】 

 解が２，５であるので、 

２次方程式①は、 

 (x－2)(x－5)＝０ 

と表せる。 

 この式を展開すると、 

  x2－7x＋10＝0 

よって、 a＝－7，b＝10 
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８６（１） x2
－2 x＋a＝0 ･････① 

       x ＝1 − √2 を①に代入 

    �1 − √2�� − 2�1 − √2� + � � 0 
        1 − 2√2 + 2 − 2 + 2√2 + � � 0 
                               a＝－1 

  （２）①に a＝－1 を代入して 

      x2
－2 x－1＝0 ･････② 

     この方程式を解くと、 

       x＝1 ± √2 

     一方の解が、x＝1 − √2 だから、

他方の解は、 x＝1＋√2  
 

３－２ 2次方程式の利用 Ｐ２４ 

８７ [解き方] 

小さい数を x とすると、 

  大きい数は x＋7 と表される。 

       x(  x＋7 )＝18 

      x2 
＋7 x－18＝0 

    因数分解をすると、 

(  x－2 )(  x＋9 ) ＝0 

 これを解くと、 

  x＝2，x＝－9 

x＝－9のとき、大きい数は －2  

x＝ 2 のとき、大きい数は 9  

(答え) －9 と －２ ， ２ と 9   

８８（１） 

※ １ １ の順番に解答を記述していま 

 す 

      x＋2     x＋2     x＋2  

（２）x2
＋(x＋2)

2 

＝34  ････① 

   x2
＋x2

＋4x＋4＝34 

2x2 
＋4x－30＝0 

x2 
＋2x－15＝0 

(x＋5)(x－3)＝0 

x＝－5，x＝3 

x＞0 だから、x＝3   

     (答え)  3 ｃｍ  

 

●第４章 関数 y＝ax2 

４－１ 関数 y＝ax2 Ｐ３５ 

８９※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

（１） －2      －2  

（２）－2      4  
９０（１） 6        �  

�   
    （２） 6      －3  

９１（１）  a＝4 a＋b  

      10＝－6a＋b 

（２）a＝－1，b＝4 

    y＝－x＋4  

９２※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

 48     48     3     3  

９３（１）y＝3��
 （２）y＝− �

２

��
 

（３）y＝4�� 

９４.（１） 

x ･･･      -3 -2 -1 0 1 2 3 ･･･ 

y ･･･ -6 -4 -2 0 2 4 6 ･･･ 

（２） 
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９５（１） 

x -4     -3 -2 -1 0 1 2 3 4 

y 1 

3
2 2 

5
2 3 

7
2 4 

9
2 5 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９６（１） 

x -4     -3 -2 -1 0 1 2 3 4 

y 8 

9
2 2 

1
2 0 

1
2 2 

9
2 8 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９７※ １ １ の順番に解答を記述してい

ます 

[解き方] 

    x＝－3のとき、 

y＝－(－3)＋3 

     ＝ 6  

x＝2のとき、 

 y＝－2＋3 

     ＝  1  

したがって、 

    1   ≦  y  ≦   6  

９８（１） 

 

 

 

（２）y の最小値    0  

（３）y の変域  ０≦y≦9  

９９（１）3   （２）6    （３）2 

 

x ･･･      -2 -1 0 1 2 3 ･･･ 

y ･･･ 4 １ 0 １ 4 9 ･･･ 

27 

９６ ２

２

１xy について、次の問に答えなさい。 

 
（１）次の表の空らんにあてはまる数を求め、

表を完成させなさい。 
 

x  －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４

y           

 

（２）上の表から、 ２

２

１xy のグラフをかきな

さい。 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
９７ 【２年生の復習】「１次関数 ３xy に

ついて、xの変域が－３≦ x≦２のとき、yの
変域を求めなさい。」 

この問を、次のように解きました。 
   に数を入れなさい。 

［解き方］ 

－３x のとき， y ＝－（－３）＋３ 
=     。 

２x のとき， y ＝       。 
=     。 

したがって、 
   ≦ y≦    。 

 
９８ ２xy について、 

xの変域が－２≦ x≦３のとき、 
グラフを利用して、次の問に答えなさい。 

 

（１）次の表を完成させ、グラフをかきなさ

い。 
x   －２ －１ ０ １ ２ ３  

y          

 
（２） yの最   

大値を求  
めなさい。 

 
（３） yの最  

小値を求 
めなさい。 
 

（４） yの変 
域を求め 
なさい。 

 
 

９９ 【２年生の復習】１次関数 ３２ xy

について、xの値が１から４まで増加す

るとき、次の問に答えなさい。 
（１） xの増加量を求めなさい。 

 
 

（２） yの増加量を求めなさい。 
 
 

（３）変化の割合を求めなさい。 
 
 
 

１００ 関数 ２２ xy について, 
xの値が３から５まで増加するときの

変化の割合を求めなさい。   
x  ３ → ５ 
y  →  

（ y の増加量） 
（ xの増加量） 

 

＝ 

4 4 91 0 1
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１００ 

x 3 → 5 

y 18 → 50 

�の増加量

�の増加量

＝

５０�１８

５�３

＝

３２

２

＝１６   

            (答え) １６  

１０１ 

x －3 → －1 

y １８ → 2 

(答え) －８  

１０２ 

x 2 → 4 

y －12 → －48 

(答え) －18    

１０３ 

（１）y＝－3x＋10  （２）y＝2x＋1 

１０４（１）a＝− ２

３

  （２）y＝3 

１０５   a＝1   

１０６ 
（１）a＝  �  

�  （２）b＝2 （３）y＝x＋4 

 

４－２ いろいろな関数 Ｐ２９ 

１０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１ 円周角の定理 Ｐ３０ 

１０８ 

 円周角：∠ＡＤＢ，∠ＡＣＤ 

 中心角：∠ＡＯＢ 

１０９※ １ １ の順番に解答を記述し

ています 

   ∠ＰＡＯ     2∠b     ∠a＋∠b  

 

１１０ 

（１）∠x＝108°（２）∠x＝42° 

（３）∠x＝152°（４）∠x＝87° 

（５）∠x＝108° 

 

５－２ 円周角と弧 Ｐ３１ 

１１１ 

∠x＝22.5°，∠y＝67.5°，∠z＝45° 

１１２ 

（１）∠x＝27°（２）x＝8 cm 

（３）∠x＝10° 

１１３ 

[証明] 

２点Ａ，Ｃを結ぶ。 

⌒AB ＝⌒CD より、 

∠ACB＝∠CAD 

AD と BC は錯角が等しいので平行 

よって、AD // BC 

１１４ 

（１）∠x＝66°（２）∠x＝58° 

（３）∠x＝34° 

 

５－３ 円周角の定理の逆 Ｐ３２ 

１１５ ３３° 

<解説> x＝∠ADB＝∠ACB のとき、 

円周角の定理の逆より、A，B，C，D は同

一円周上にから。 
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１１６ 

[証明] 

△CBD は、二等辺三角形だから底角は等

しい。よって、 

∠CBD＝30° 

２点 A と D は、直線 BC の同じ側にあっ

て、∠BAC＝∠CBD＝30°だから、 

円周角の定理の逆より、４点 A，B，C，D

は同一円周上にある。 

５－４ 円周角の利用 Ｐ３２ 

１１７   ∠ADB＝48° 

<解説> 

∠BAC＝∠BDC だから、円周角の定理の

逆より、４点 A，B，C，D は同一円周上

にある。よって、 

 ∠ADB＝∠ACB＝48° 

 

５－４ 円周角の利用 Ｐ３２ 

１１８ 

 
①線分 OA を引く 

②線分 OA の垂直二等分線を引き、 

線分 OA との交点を M とする。 

③点 M を中心とし、半径 AM の円を作図

する 

④円 M と円 O との交点を P，Q とする 

 （点 P，Q が接点となる） 

⑤半直線 AP，半直線 AQ を引く。 

１１９ ∠BPD＝23 

<解説> 

点 A と点 D を結ぶ。 

∠ADC＝46° 

同一円の円周角は、弧の長さに比例するの

で、 

 ∠BAD＝

１

２

∠BAD＝23° 

△DPA で、 

23＋∠BPD＝46 

よって、∠BPD＝23° 

１２０ 

[証明]  

⌒     BC＝⌒AF だから、 

∠GAB＝∠GBD 

よって、△GBD は底角が等しいので 

二等辺三角形である。 

 

６－１ 相似な図形 Ｐ３３ 

１２１ 

（１）2： 3   （２）2： 3  

（３）3：4  （４）1：4  （５）4：3 

（６）6：5  （７）3：2 （８）4：5 

１２２ 

（１）3： 5   （２） 28 ：16 

（３） 36 ：48 

１２３ 

（１）∠ E   （２）辺 DE  

（３）∠D＝ 36 ° 

１２４ 

相似比は、 2 ： 3  

１２５ 

（１）x＝ 8  （２）x＝ 16  

１２６※ １ １ の順番に解答を記述し

ています 

 4：6     2：3     27     13.5  

１２７ 

（１）x＝12 （２）x＝ ４５ 
２

  （３）x＝10 

。
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１２８ 

三角形の組 相似条件 

ア と ウ 3 組の辺の比がすべて等しい 

イ と カ 2 組の角がそれぞれ等しい 

エ と オ 

2 組の辺の比とその間の角が

それぞれ等しい 

１２９（１）△ABC ∽ △ADE 

           【相似条件】 

       2 組の角がそれぞれ等しい 

（２）△ABC ∽ △DEC 

           【相似条件】 

       2 組の角辺の比とその間の

角がそれぞれ等しい 

６－２ 平行線と比 Ｐ３５ 

１３０（１）x ＝ 6  （２）y ＝ ７０ 
３

 

１３１  x ＝ 

  １２  
５

  ，y ＝5 

１３２（１）5ｃｍ   （２）MN // BC 

１３３ 

（１）5ｃｍ  （２）3ｃｍ  （３）3ｃｍ 

１３４（１）x ＝ 5  （２）x ＝   ２１  
２

 

１３５（１）2：3  （２）4：9 

（３）長さの比は相似比に等しい 

   面積の比は相似比の 2 乗に等しい 

１３６（１）192πｃｍ
2 （２）360πｃｍ

3 

（３）8 杯でいっぱいになる 

<解説> 

（１）Ｐの表面積＝3
2

×π×2＋6π×5 

        ＝18π＋30π 

＝48π(ｃｍ
2

) 

 (立体Ｐ)と(立体Ｑ)の相似比が 1：2 

であるので、面積比は 1
2

：2
2

＝1：4 

   Ｑの表面積＝(Ｐの表面積)×4 

        ＝48π×4 

        ＝192π(ｃｍ
2

) 

（２）Ｐの体積＝3
2

×π×5 

       ＝45π 

(立体Ｐ)と(立体Ｑ)の相似比が 1：2で

あるので、体積比は 1
3

：2
3

＝1：8 

Ｑの体積＝(Ｐの体積)×8 

       ＝45π×8 

       ＝360π(ｃｍ
3

) 

（３）

  Ｑの体積  
Ｐの体積

 ＝   ���π  
��π ＝８ 

７－１ 三平方の定理 Ｐ３６ 

１３７ 

（１）x＝5 （２）x＝5 （３）x＝４√3 
１３８ 

（１）x＝10 （２）x＝√10 （３）x＝√3 

（４）x＝12 （５）x＝2√13（６）�＝√2 
１３９【考え方】 

 3 辺の長さを a,b,c とし、 

 a＝7,b＝24,c＝25とすると、 

 a2

＋b2

＝7
2

＋24
2 

＝ 49 ＋ 576  

＝ 625  

c2＝25
2

＝ 625  

したがって、a2

＋b2

＝c2であるので、 

この三角形は、直角三角形と いえる  

１４０  イ，ウ 

７－２ 三平方の定理の応用 Ｐ３９ 

１４１（１）x＝3√3 （２）x＝8 

１４２  x＝8√2 ，y＝8 
１４３ 

（１）x＝√19 （２）x＝4√2 （３）x＝3√3 
（４）x＝10 （５）x＝5 

１４４（１）x＝12  （２）x＝10 

１４５１）x＝4√6 （２）x＝5√5 

１４６（１）    （２）①ＡＢ＝√61  

                     

②ＢＣ＝√17 
          （３）いえない 



47 48

48 

 

１４７ 

（１）x＝√38ｃｍ  （２）x＝5√2 ｃｍ 

１４８（１）12 ｃｍ  （２）6√2 ｃｍ  

１４９ 

（１）x＝15 （２）x＝2√21 （３）x＝10√2  

（４）x＝2 （５）x＝16   （６）x＝14 

 

８－１ 標本調査 Ｐ４２ 

１５０ 

全数調査 標本調査 

② ①，③ 

１５１（解答例） 

コンサート会場にいた人たちは、ある歌手

の歌を聴きにきた人が多いと考えられる。

そのため、特定の歌手が好きな人たちへ質

問した場合、回答も集団として一定の傾向

がでる可能性が高い。 

一般的な日本人の傾向をつかむには適切で

はない。 

１５２ 

<考え方> 

(池全体の魚)：(最初に印をつけた魚) 

 ＝(標本全体の魚)：(標本で印ついた魚) 

(解) 

池の魚全体を x 匹とすると、 

x：３０＝５０：６ 

�＝  50 × 30 
6  

x＝２５０  

(答え)およそ２５０匹 
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